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第 回1 春の養生

薬剤師、漢方アドバイザー、神奈川中医薬研究会会長　杉山卓也

中医学と漢方薬でこころと体を元気にする

新連載

エッセイ

芽
吹
き
の
季
節
で
あ
る
春
は
気
候
も
穏
や
か

で
過
ご
し
や
す
く
感
じ
ま
す
が
、
進
学
、
入
社
、

引
っ
越
し
な
ど
新
し
い
環
境
が
増
え
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
は
環
境
変
化
の

ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
よ
り
感
じ
る
ス
ト

レ
ス
に
よ
り
体
内
を
流
れ
る
「
気
」
は
停
滞
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
気
分
の
落

ち
込
み
や
イ
ラ
イ
ラ
、
お
な
か
の
張
り
、
肩
こ

り
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
春
は
中
医
学
的
な
内
臓
分
類
で
あ
る

「
五
臓
」
の
一
つ
、「
肝
」
に
負
担
が
か
か
り
や

す
い
季
節
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す（
図
）。

肝
に
は
気
や
血
（
体
内
を
流
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
血
液
）
を
巡
ら
せ
る
と
い
う
働
き
が
あ

る
た
め
、「
環
境
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
」と「
肝

の
働
き
の
低
下
」
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
よ
り

前
述
の
症
状
に
加
え
、
春
特
有
の
失
調
と
し
て

目
の
不
調
（
ぼ
や
け
、
か
す
み
、
眼
精
疲
労
）

や
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
な
ど
が
出
る
、
と
中
医
学

で
は
考
え
ま
す
。
ま
た
、
肝
は
「
怒
」
の
感
情

を
支
配
す
る
と
中
医
学
で
は
考
え
て
お
り
、
肝

の
失
調
に
よ
り
怒
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
怒
り

が
溜
ま
り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
失
調
を
改
善
す
る
方
法
と
し
て
は

ま
ず
春
の
旬
の
食
べ
物
（
春
菊
や
た
け
の
こ
、

さ
く
ら
ん
ぼ
、
セ
ロ
リ
、
菜
の
花
、
ご
ぼ
う
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
小
松
菜
な
ど
）
を
積
極
的
に

食
べ
る
と
い
う
の
が
お
勧
め
で
す
。
春
の
旬
の

食
べ
物
に
は
肝
の
働
き
を
改
善
さ
せ
、
滞
り
や

す
い
気
血
を
巡
ら
せ
る
力
の
あ
る
も
の
が
多
い

の
が
そ
の
理
由
で
す
。
ま
た
、
肝
の
働
き
を
整

え
る
に
は
「
酸
味
」
も
有
効
で
す
。
酢
や
柑
橘

系
の
果
物
、
梅
干
し
な
ど
も
合
わ
せ
て
摂
る
と

よ
り
有
効
で
す
。

春
の
失
調
に
よ
く
使
わ
れ
る
漢
方
薬
と
し
て
、

負
荷
が
か
か
り
機
能
が
低
下
し
や
す
い
「
肝
」

の
働
き
を
正
す
た
め
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
「
加か

味み

逍し
ょ
う

遥よ
う

散さ
ん

」、「
抑よ

く

肝か
ん

散さ
ん

加か

陳ち
ん

皮ぴ

半は
ん

夏げ

」、「
四し

逆ぎ
ゃ
く

散さ
ん

」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
漢
方
薬
も
お
悩
み

の
症
状
や
体
質
に
合
わ
せ
て
服
用
す
る
こ
と
で

春
の
失
調
を
乗
り
切
る
た
め
に
有

効
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
春
に
多
い
花
粉
症
の
お

悩
み
に
つ
い
て
も
鼻
水
や
く
し
ゃ

み
、
目
の
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
漢
方
薬
と

し
て
「
小
し
ょ
う

青せ
い

竜り
ゅ
う

湯と
う

」
や
「
苓

り
ょ
う

甘か
ん

姜き
ょ
う

味み

辛し
ん

夏げ

仁に
ん

湯と
う

」な
ど
も
有
効
で
す
。

ま
た
、
花
粉
に
よ
る
粘
膜
の
炎
症

な
ど
を
起
き
に
く
く
す
る
「
玉
ぎ
ょ
く

屏へ
い

風ふ
う

散さ
ん

」
な
ど
と
い
う
漢
方
薬
も
存

在
し
ま
す
。
お
悩
み
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
漢
方
薬
が
あ
り
ま
す
の

で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

春
は
冬
の
間
に
こ
も
っ
て
い
た

大
気
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
開
放
さ

れ
る
季
節
で
す
。
中
医
学
の
古
典

で
あ
る
「
黄こ
う

帝て
い

内だ
い

経け
い

」
に
も
「
春

は
で
き
る
だ
け
早
起
き
し
て
活
動
を
行
う
よ
う

に
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
の
出
と
と
も
に

大
気
中
に
自
然
の
「
陽
気
」（
体
を
活
発
に
動

か
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
も
の
）
が

増
え
る
た
め
、
こ
れ
を
体
内
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
春
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
秘
訣
で
あ

る
、
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

実
際
、
日
照
時
間
の
短
い
冬
と
比
べ
る
と
元

気
に
活
動
が
し
や
す
く
な
る
春
は
さ
ま
ざ
ま
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
の
に
適
し
た
季
節
で
す
。

冬
の
間
に
し
っ
か
り
と
蓄
え
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
開
放
し
、
有
効
に
使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！

https://www.tyojyu.or.jp/index.html
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　2019年຤に中国෢׽市において࠷ॳの感છ者が出たとされる৽ܕί
ロφ΢イルス感છ症（$O7*%ô19）は、ॠく間に日本を含Ήੈք中に
広まり、2021年1月19日࣌఺でP$Rཅੑ者は全ੈքで̕千̒ඦ万人以上、
者໿4,700ࢮ、者205万人以上、わが国でもP$Rཅੑ者数は໿34万人௒ࢮ
人となっている。
　2021年1月ݱ在はୈ3೾のਅっ୞中で、東京など大都市では医療่յ
のة機ともいわれ、感છをいかに཈੍するかがۓ٤の՝題となってい
る。すでにԤถを中心に多くの国ʑではϫΫνンの઀छが࢝まってお
り、イスラエルにおいては国民の໿30％の઀छがऴྃしているようだ
が、わが国でも2月から医療ै事者への઀छが࢝まり、つづいて高齢者
のॱに઀छが行われる༧定で、ϫΫνンによるू団໔Ӹにより$O7*%ô19
の੍ѹをめざす方向となっている。
　$O7*%ô19だが、50ࡀະຬの人はP$Rがཅੑになってもແ症状やܰ
症で経աし、๢くなる人はほとΜどいないが、高齢者や౶೘病・高݂
ѹ・心疾ثٵݺ・ױ疾ױ・ਛ疾ױ・がΜなどの࣋病を࣋つ人はॏ症Խ
しやすく、ࢮ๢཰も高いため、஫意がඞ要である。したがって、高齢
者の感છをできるだけݮらすඞ要があり、中でもフϨイル高齢者の感
છはできるだけආけなけれ͹ならない。
　$O7*%ô19の感છ経࿏は、ओに઀৮感છ、ඈລ感છで、一部エアロ
κル感છもあり得ると͑ߟられている。その۩体的な感છ対ࡦについ
ては、厚生労働লのホームページから多くの団体からのものが公։さ
れており、国立長寿医療研究センターからも高齢者に向けたハンドϒッ
Ϋや活動Ψイドが公։されている。
　また、老人հ護施設などにおいてΫラスターが発生するとհ護ݱ場
がة機的な状گにമ

㆕㇉

されることがݒ೦されているため、日本老年医学
会と全国老人保健施設協会は合同で、h հ護保ݥ施設における৽ܕίロ
φ΢イルス感છ症�対ԠΨイドʱを発出した。さらには、৽ܕίロφ΢
イルス感છ症֦大下における在୐ケアをकるための対ॲ方針が日本在
୐ケアアライアンスから出されている。これらのほかにもさまざまな
団体が、ಠ自にさまざまな情報を発信している。このような情報がద
੾に活༻されることが望まれる。
　$O7*%ô19は人ྨに対して大きな௅戦状をಥきつけている。このまま
外出自ॗによる高齢者の身体不活発が࣋続すると、今後は元ؾな高齢
者でもフϨイルとなり、フϨイル高齢者は要հ護になったり、認知症
になったりする可能ੑが高く、հ護่յがىきる可能ੑがݒ೦される。
　したがって、本特ूは「৽ܕίロφ΢イルスՒのフϨイル対ࡦ」と
して、感છ༧๷という؍఺だけでなく、健康寿໋のԆ伸という؍఺か
ら、す΂ての高齢者が҆心して活動でき、ඞ要な医療・հ護資源を活
༻できるようみΜなで見कり合う、そΜな社会に成ख़することを期଴
して、それͧれの分野におけるエΩスύートにࣥචをґཔした。
　ͥͻともご一ಡいただき、ご自分だけでなくできるだけ多くの人にಡ
Μでいただけるよう、本特ूのことを広めていただけれ͹幸いである。

感染予防とフレイル対策
2つの視点が鍵

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！

https://www.tyojyu.or.jp/index.html


　新型コロナウイルス感染症が広がる中、外出制限により生活不活発となり、
心身機能が低下するフレイル高齢者が増えている。極端な外出自粛生活は歩
行や運動の機会を失わせ、筋肉量や身体機能の低下を招く。また人との交流
断絶による孤立状態が続くと、うつ病などの精神面や認知機能の低下にも影
響を及ぼし、フレイルの進行をさらに加速させる。
フレイルの予防と対策としては、「運動」「栄養」「人とのつながり」が重

要なポイントとなるが、新型コロナウイルス禍では、今までのフレイル対策
に加えて特別なアプローチが必要となる。
　そこで今号は、荒井秀典先生（国立長寿医療研究センター理事長）を企画
アドバイザーに迎え、「新型コロナウイルス禍のフレイル対策」について各
先生方に論じていただいた。 （編集部）

新型コロナウイルス禍の
フレイル対策
─身体的・精神的・社会的側面から̶

特 集
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は͡Ίに

　৽ܕίロφ΢イルス感છ症（$O7*%ô19）問題が2020年に
ؾ໛のඇ常事態となった。なかなかऴଉのنこり、ੈքى
഑がなく、日常の生活は؆୯には元に໭ることはできそう
もない。ୈ1೾からୈ3೾にかけて、わが国でも多くの経ݧ
を積み、感છ༧๷をపఈした֤自の৽たな生活様式（いわ
Ώるχϡーϊーマル）がଅされ、医療体੍の੔උも進めて
きた。しかし、高齢者の中にはඇ常にॏ症Խしやすく、よ
りケア体੍もඞ要とされるケースもগなくなく、まだؾを
؇めることなく社会全体でकっていくඞ要がある。
　さらに、今ճのίロφ問題は、高齢者の身体だけではな
く、地Ҭ社会自体にも大きなෛのӨڹを及΅している。自
ॗ生活が長期Խし、同࣌に地Ҭ活動も中ࢭに௥い込まれて
しまい、人とのަྲྀもݮってしまっている。このίロφ問
題は、୯なる৽たな感છ症の՝題をࣔしているだけではな
く、ྲྀ行の前から࣋ち合わせていたさまざまな地Ҭ՝題や
社会՝題をより早期に見͑るԽさせたのだΖう。ポストί
ロφ社会を見ਾ͑、どのように地Ҭ社会を࠶構築していけ
͹よいのだΖうか。

$O7*%ô��にΑり地域ऀྸߴॅࡏに
Կが͖ىているの͔ɿίϩφϑϨΠϧ

　高齢者の自ॗ生活長期Խによる活動低下（いわΏる生活
不活発）の܏向が、ୈ1೾の2020年4月ࠒに認められ、6月ࠒ
には໭ってきていることなども山田らによって報ࠂされて
いる1）,�2）。連日にわたるϝディア報ಓも受け、ࢥっている
以上に日常生活を৻ॏに͑ߟ、݁果的に不活発になってし
まっていたのだΖう。

　さらに、ච者が཰いるフϨイル༧๷研究νームでも同様
のデータを得ている。われわれは地Ҭの元ؾシχアをフϨ
イルサポーターとして養成し、「高齢ॅ民ओ体のフϨイル
νΣッΫ活動を࣠とした健康長寿まちづくり」を全国の自
体に向けて推進している。この取り組みは、われわれの࣏
ίホート研究からのエビデンスを基に、食／栄養、口ߢ機
能、ӡ動を含めた身体活動、社会 （ੑ社会参加と人とのつ
ながり）などの多面的な要ૉをแ含している。地Ҭの通い
の場などにおいて、高齢ॅ民だけでϫイϫイとしたงғؾ
の中で、フϨイルサポーターによりフϨイルνΣッΫを行
い、一ॹにؾづき、自

㆘

分
ㆶ㇓

事
㆔ㆨ

Խ
ㆉ

をしていくことをૂったもの
である。ݱ在、全国で73自࣏体にಋ入しల։中である。
　そのಋ入自࣏体において、フϨイルνΣッΫを（一࣌的
に中ࢭするも）࠶։してくれている自࣏体がいくつもଘ在
し、࠷৽情報がू໿されてきている。୯なる感છリスΫだ
けではなく、高齢者への自ॗ生活の長期Խによるݦஶな生
活不活発を基൫とするフϨイルԽおよびフϨイル状態のѱ
Խ（いわΏる健康二次ඃ害、h ίロφフϨイル とɦもい͑る）
が明֬なエビデンスとして見͑てきた。۩体的に、以下に
3つの݁果が見͑てきた。
　1つ目として、東京都内の高齢Խ཰の高いू合ॅ୐にお
ॅまいの高齢者294名（男ੑ144名、女ੑ150名）に対して、
自記式࣭問票の഑෍による調査を行った。外出ස度に関し
て、41％ڧの高齢者に外出ස度のஶ明な低下が認められ、
その外出ස度低下܈は、そうではない܈にൺֱして、「ӡ
動ができない」と感͡る方が3.30ഒ、「会࿩ྔのݮগ」を感
͡る方が2.82ഒ多かった。またその中でも、14％の方がि1
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島
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矢
や

౦ژ大学ࣾྸߴ会૯合研究機ߏ機ߏ長、ະདྷϏジϣン研究ηンλーڭत

【略歴】����0年ɿ౦ܙ࣊ژձҩ科େ学ଔ業、ઍ༿େ学ҩ学෦ෟଐපӃ॥環ث಺科ೖہ、����年ɿ
౦ژେ学େ学Ӄҩ学ܥ研究科Ճྸҩ学࠲ߨҩһɾॿख、�00�年ɿҩ学ത࢜ʢ౦ژେ学ʣ、
�00�年ɿถࠃελンϑΥーυେ学ҩ学෦研究һ、�00�年ɿ౦ژେ学େ学Ӄҩ学ܥ研究
科Ճྸҩ学�0�6、ࢣߨ࠲ߨ年ɿ౦ژେ学ࣾྸߴձ૯߹研究ڭߏػत、�0�0年よりݱ৬。
಺ֳ෎「一ԯ૯׆༂ࠃຽձٞ」༗ࣝऀຽؒٞһ、ްੜ࿑ಇল「ऀྸߴのอ݈事業とհޢ༧๷
の一ମతͳ࣮ࢪにؔする༗ࣝऀձٞ」ߏ੒һ

【専門分野】࿝年ҩ学、δΣϩンτϩδーʢ૯߹࿝年学ʣ

Withコロナ時代のフレイル対策
─日本老年医学会からの提言─
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ճະຬの外出ස度（＝ด͡こもり܏向）まで低下してい
た。そのようなݦஶな外出ස度低下の方には、「ӡ動が
できない」が5.28ഒ、「食生活の่れ」が2.63ഒ、「会࿩ྔ
のݮগ」が2.11ഒ多い܏向が認められた。また、自由記
載では「όランスのよい食事ができていない」「ങい物
に行けず食ࡐが手に入らない」「ݙ立を͑ߟるのが面౗
になった」「食事もおΖそかになり؆୯に済ませる」な
ど、食生活のཚれというѱӨڹも認められた。
　2つ目の別のಋ入自࣏体において、フϨイルνΣッΫ
内のさまざまな身体機能の実ଌ஋を$O7*%ô19ྲྀ行前
（2019年11月ʙ 12月）とൺֱしてみると、さまざまな身
体機能の低下も見͑てきた。まずは81ࡀ女ੑの参加市
民の実ྫを掲載する（ਤ�）。赤࿮でғった部分がݦஶに
見られるが、中でも体װ部分のے೑ྔがô1.95ᶵ低下し
ていることがわかる。参加者全般を見ても、໿൒分ۙ
い参加高齢者において、Ѳ力の低下、;くらは͗पғ
長の低下、ے೑ྔのݮগ（特に体װ部は໿8％ݮগ）、׈
ઉの低下などが認められた（ਤ�）。しかし、面നいこと
に、この৽ܕίロφ΢イルスՒ（以下、ίロφՒ）でも
社会参加や人とのつながりが低下していない高齢者の
はѲ力などの身体機能低下が認め܈がଘ在し、その܈

ਤ�　�$07*%���ྲྀ行લޙのϑϨΠϧνΣッΫ݁Ռのൺֱ 
ʢੑঁࡀ��の事ྫʣ

ʢྫʣੑঁࡀ�� ίϩφޙίϩφલ

౦ژ大学ࣾྸߴ会૯合研究機ߏ　ଙีڢ、൧島উ໼� 事ྫఏڙ

ਤ�　$07*%���ྲྀ行લޙのϑϨΠϧνΣッΫ݁Ռのൺ ʢֱҡ૿࣋Ճ܈ͱ௿Լ܈ʣ

ϑϨΠϧνΣッΫʹ͓けΔ$07*%���લޙൺֱɿ①ҡ࣋ɾ૿Ճ܈　ͱ　②௿Լ܈
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΢Οζίϩφɾϙετίϩφࣾձを見ਾえͨ
৽ͨな地域૾とは

　$O7*%ô19による高齢者の生活不活発を基൫とするフϨ
イルԽ、すなわち健康二次ඃ害がݱ場のデータとともに見
͑てきた。たしかに高齢者においては$O7*%ô19感છによ
りॏ症Խしやすいともݴわれ、積ۃ的にϝディア報ಓを通
して全国の国民にप知されてきた事実がある。しかし、あ
まりにも感છをڪれる͹かりに、相対的に生活内容がۃ度
の低活動・不活発にؕり、知らず知らずのうちにサルίペ
χアの進行を基൫としたフϨイル状態のѱԽがىこり、移
動能力の低下だけではなく、認知機能の低下、次なる感છ
症への໔Ӹ力の低下など、さまざまなෛの連࠯がىこって
しまう可能ੑがある。
フϨイル༧๷・対ࡦのためには、まずは基本ܗとして、

「栄養（食と口ߢ機能）」「身体活動（ӡ動や社会活動等）」「社
会参加（人とのつながりが特にॏ要）」の3つのபをいかに
続的に੝り込ܧ位一体としてఈ上げし、日常生活の中にࡾ
めるのかがݤになる。そこには、ᶃ高齢者ݸʑ人へどのよ
うな情報をಧけ、վめて意ࣝม容・行動ม容してもらうか、
そしてᶄす΂てのॅ民活動がࢭまってしまっている地Ҭί
ϛϡχティをどのように前向きに࠶構築していくのか、こ
の2つのࢹ఺がॏ要になる。
　あ͑てここでڧ調したいのは、自࣏体におけるࢭまって
いる地Ҭ活動を୯にいつ࠶։させるのかという͑ߟ方では
なく、「΢ィζίロφ・ポストίロφ社会を見ਾ͑た৽たな
地Ҭ૾をどう構築するのか」というࢹ఺で͑ߟることである。
今後、全国の高齢者の方ʑには、この感છ症を「ਖ਼しくڪ
れる、ݡくڪれる」ことをଅしながら、情報の報ಓも͑ߟ、
ѱӨڹが出ている心身機能と日常生活内容を早ʑにվળす
΂きである。すなわち、感છの༧๷をڧ調するだけではな
く、それ以上に、生活不活発および人とのつながりの低下
への༧๷のॏ要ੑもしっかりとૌ͑かける΂きである。
　また、自୐生活のさらなる充実Խもඞ要である。ච者の
研究機構から、୯に外出ස度の問題だけではなく、日常生
活の大൒の࣌間をաごす自୐の生活内容においても、身ۙ
なώントをरい上げ、૑意޻夫をすることにより、いかに
ϫンランΫアップした生活内容を実ݱするためのϊ΢ハ΢
として「おうち͑」という情報を発信している5）。
　そこで、΢ィζίロφ・ポストίロφ社会を見ਾ͑て、
わが国がどのように大きくม容できるのかが大きなݤにな
る。そこで、ਤ�のように、̡ 国家戦略として3つの「कる」ɿ
ᶃ感છからकる、ᶄ経済問題からकる、ᶅ健康・健全な地
Ҭ社会をकる をr実ݱす΂きであることをվめてڧ調した

られず、一方で、社会ੑの低下した܈ほど機能低下がݦஶ
であった。
　3つ目として、ίロφՒにおいてے೑ྔやา行଎度がݮ
গした高齢者では生活のԿがมわったのだΖうか。۩体的
に、自ॗ生活をܧ続する中で、その前後ൺֱをしたとこΖ、
「指ྠっかテストによりܺ間が৽たにできてしまい、ے೑
ྔが低下したことが༧想される高齢者（24.3％）」は、身体
活動ྔの低下した人の中に2.8ഒ多く、さらに、人と会う機
会やつながりの低下した人で3.4ഒ、口ߢ機能の低下をૌ͑
る人に5.2ഒ多いことがわかった。また、「า行଎度が低下
した者（27.3％）」は、身体活動ྔの低下した人には3.4ഒ多
く、さらに、人と会う機会やつながりの低下した人で9.5ഒ、
口ߢ機能の低下をૌ͑る人に3.7ഒ多いことが൑明した。
　以上のように、感છ者数が࠷も多い東京都内に限らず、
ෳ数の自࣏体において、ίロφՒでの自ॗ生活の長期Խに
よる生活不活発および社会ੑの低下を基൫とし、サルίペ
χアを中心としたフϨイルԽが進行しているݱ象が多面的
に認められた。

೔本࿝೥ҩ学ձ͔らの
さ·͟·なϝοηʔδൃ৴

　日本老年医学会から2020年にさまざまなϝッセージが発
信されているので、以下に一ཡをࣔす3）。
ᶃ�「৽ܕίロφ΢イルス感છ症」高齢者としてؾをつけ
たいポイント
ᶄ�৽ܕίロφ΢イルス感છ症（$O7*%ô19）ྲྀ 行期におい
て高齢者が࠷ળの医療およびケアを受けるための日本
老年医学会からの提ݴ�ᴷA$P実施のタイϛングをߟ
͑るᴷ
ᶅ�৽ܕίロφ΢イルス対Ԡに関するډ୐サービス（通所、
୹期入所）ར༻者・ご家଒向け஫意ىש
ᶆ�հ護老人保健施設における৽ܕίロφ΢イルス感છ
症対ԠΨイド
ᶇ�認知症をお࣋ちの方とそのご家଒の方
　外出自ॗによる身体機能の低下（フϨイル）に関してはᶃ
でࣔしており、すでに2020年3月の࣌఺でわかりやすいリー
フϨットܗ式で出している（https://www.jpO-HFriat-soD.
or.jp/Diti[FO/DoroOaWirus.html）4）。ίロφՒにおいてةዧ
していたϝッセージであったが、まさに༧想通りの܏向が
認められてきている。また、高齢者で基ૅ疾ױをお࣋ちの
方はॏ症ԽのリスΫがさらに高いことから、高齢者施設な
どをࢹ野に感છ༧๷のための対Ԡと感છ経࿏のःஅなどへ
の指針を出している。

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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さい͝に

　このίロφ問題によるϐンνをどうνϟンスにม͑るの
か、そしてヘルスケア分野において、国民のݸʑ人にԿを
఻͑、さらには৽たな地Ҭ社会づくりにどう൓өさせるの
か、ここは大きな分ذ఺になるだΖう。
　この՝題は、ポストίロφ࣌୅において、人の2OLのあ
り方はどうมわっていく΂きかを意ຯしている。健康上の
不҆を取り除き、ॅみ׳れた地Ҭで自立した生活をԆ伸し、
生活の （࣭2OL）のҡ࣋向上を図るには、高齢者の特ੑを
౿ま͑た健康サポートがඞ要である。中でも疾病༧๷（特
に生活श׳病のॏ症Խ༧๷）と生活機能ҡ࣋（特にフϨイル
༧๷ʙհ護༧๷）の྆面にわたるࢹ఺がॏ要である。։業
医・かかりつけ医による通常਍療の中で、医学的な਍அや
఺ࢹに、フϨイル健਍によりแׅ的な࣌療を進めると同࣏
の情報を得ることができる。まだίロφՒが続く中で、地
Ҭのさまざまな社会資源等につなげるඞ要ੑが今まで以上
にඞず出てくる。ϫΫνン઀छや࣏療ༀの֬立と同࣌に、
高齢者の日常生活全般にも十分にؾを഑りながら、社会的
ॲ方への意ࣝも๨れてはならない。
　そして地Ҭ全体として、ਅの人間中心社会に向けて、
「われわれの๨れてはならない原఺」と「次ੈ୅の৽しいデ
ジタル地Ҭίϛϡχティ૾」の྆方を実ݱしていくඞ要が
ある。

い。その中で、ݸ人だけではなく、「地Ҭにおけるχϡー
ϊーマル」の構築へνϟϨンジしたい。
　まずは、3つの༧๷（感છ༧๷、生活不活発の༧๷、人と
のつながり低下への༧๷）をపఈしながら、さらに3ີに഑
ྀしながら、ैདྷの地Ҭ活動の࠶։と地Ҭのឺを໭してい
かなけれ͹ならないことはݴうまでもない。それらを਱行
していく中で、ॅ民（特に高齢者）のมֵと地Ҭのมֵのた
めに、「ハイϒリッドܕの地Ҭίϛϡχティ」をめざしてい
くこともࢹ野に入れる΂きである。オンサイト（ݱ場）でै
དྷの通いの場やूいの場を上手く഑ྀしながら実ݱさせて
いく、そこにオンラインٕ術を上手く༹け込ませ、地Ҭ支
援*$Tプラットフォームを૑଄していく΂きである。
　実際に、ච者が཰いるフϨイル༧๷研究νームは、ίロ
φՒでの生活不活発によるフϨイル進行を્ࢭするために、
૒方向のオンラインܕフϨイルνΣッΫのアプリ։発を進
めており、都内ෳ数Ϟデル地Ҭで対面ܕとオンラインܕを
༥合した「ハイϒリッドܕフϨイル༧๷システム」を構築し
ている（ਤ�）。すなわち、感છ対ࡦに௚݁する৽しい生活
様式も当然ॏ要であるが、それに加͑て、この実༻Խによ
り、人とのつながり方やूう場のあり方の৽しいܗを*Tٕ
術の࢖ۦにより໛ࡧし、「身体は཭れていても心がۙづく
ことができる地Ҭ社会」というフϨイル༧๷につながる࣋
続可能なډ場所づくりが期଴できる。そこにはझຯやՁ஋
཭が大きく཭れている者同ڑを共通߲として、物理的な؍
士（特に若いੈ୅だけではなく高齢者も）でܰؾにू͑るよ
うに、さらには、ैདྷの地Ҭίϛϡχティ（特に日常生活
Ҭ）において๨れられかけている「ឺ」を໭すことができݍ
るようにしたい。

 3ʣ  ೔ຊ࿝年ҩ学会ɿʮ৽ܕίϩφ΢Πϧεରࡦʯ　IUUQT���XXX�KQO�
HFSJBU�TPD�PS�KQ�DPSPOBWJSVT�JOEFY�IUNM

 �ʣ  ೔ຊ࿝年ҩ学会ɿʮ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ߴʯ ྸ者ͱͯ͠ؾΛ
ͭけた͍ϙΠントɽ2�2�年3月�3೔�　IUUQT���XXX�KQO�HFSJBU�TPD�
PS�KQ�DJUJ[FO�DPSPOBWJSVT�IUNM

 �ʣ  ౦ژ大学ࣾྸߴ会૯合研究機ߏɿ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱
ʢ$07*%ô��ʣʹ ෛけͳ͍ ྸߴ者の健康ΛकΔたΊʹ఻͑た͍͜ͱ 
 �Βのϝッηージʮ͓͏ͪ͑ʯୈ3൛ʢ૯集編ʣ͔ߏ会૯合研究機ࣾྸߴ
2�2�年�月2�೔� IUUQ���XXX�JPH�V�UPLZP�BD�KQ� Q�����

จ　ݙ
 �ʣ  :BNBEB .
 ,JNVSB :
 "SBJ )
 FU BM�� &GGFDU PG UIF $07*%��� 

&QJEFNJD PO 1IZTJDBM "DUJWJUZ JO $PNNVOJUZ�%XFMMJOH 0MEFS 
"EVMUT JO +BQBO� " $SPTT�4FDUJPOBM 0OMJOF 4VSWFZ� + /VUS )FBMUI 
"HJOH� 2�2�� 2�	�
� ���r����

 2ʣ  :BNBEB .
 ,JNVSB :
 "SBJ )
 FU BM�� 3FDPWFSZ PG 1IZTJDBM "DUJWJUZ 
BNPOH 0MEFS +BQBOFTF "EVMUT 4JODF UIF 'JSTU 8BWF PG UIF 
$07*%ô�� 1BOEFNJD� + /VUS )FBMUI "HJOH� 2�2�� 2�	�
� ��3�r
��3�� 

ਤ�　ϙεトίϩφࣾ会ʹ͓けΔ஍ҬのχϡーϊーϚϧのߏ࠶ங　 ਤ�　 ஍Ҭʹ͓けΔ৽たͳ集͍ ʢํ஍ҬのχϡーϊーϚϧʣのߏ࠶
ஙɿʮϋΠϒϦッυܕϑϨΠϧ༧๷γεテムʯの開発　

ଓੑ࣋ �༺׆発ܒ �༺׆༗事 �༺׆

ର໘ܕ

ϑΥϩーアップ

ΦンϥΠンܕ ର໘ܕ

ίϛϡχέーγϣンΛऔりͳ͕ Β
行͏ ϑϨΠϧνΣッΫʂ

ॅຽओମの
͖ͮؾ の場・集͍の場

ΦϯϥΠϯܕ
ϑϨΠϧνΣοク

ର໘ܕ
ϑϨΠϧνΣοク

ϋΠϒϦοτܕϑϨΠϧ༧๷γεςϜ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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は͡Ίに

　2019年に発生したとされる৽ܕίロφ΢イルス感છ症
（$O7*%ô19）はॠく間に全ੈքに֦大し、2020年3月には
ੈք保健機関（8)O）よりύンデϛッΫએݴが、2020年4月
には日本政府より1ճ目のٸۓ事態એݴが発出された。当
ॳ、医療機関はこの৽興感છ症対Ԡのためにඡ

ㆲㆣ

ഭ
ㆱㆎ

、行政機
関も対Ԡに௥われるなど、国内はࠞཚをۃめた。また、こ
のٸۓ事態એݴ中には、教育機関はߍٳまたはオンライン
授業に、֤ا業では在୐ϫーΫが推঑、食料品などのඞध
品を除くショッϐングセンターはٳ業状態となるなど、わ
れわれの生活状گは一มした。
　感છ経࿏を୳る中で、ີ઀、ີू、ີดといういわΏる
「3ີ」をճආすることのॏ要ੑが報ࠂされ、感છ༧๷のた
め「3ີ」や「stay�homF」という༻ޠがしきりに༻いられる
こととなった。テϨビ、ラジオ、৽ฉ、インターωットな
どによって、この「3ີ」、「stay�homF」という感છ༧๷に
関する༻ޠがたびたび報͡られたことで、わが国ではര発
的な感છ֦大を๷͙ことに成ޭした。しかし、同࣌に感છ
༧๷は活動機会をஶしく੍限することとなり、ٸۓ事態એ
গしたݮ中には若年ੈ୅を含Ή、全ੈ୅で身体活動ྔがݴ
と͑ߟられている。
　2020年5月຤には1ճ目のٸۓ事態એݴもղ除され、গし
ずつ日常を取り໭すこととなったが、以߱も感છは留まる
ことなく、また「৽たな生活様式」の֬立がٻめられるよ
うになった。2021年1月には一部の地Ҭでٸۓ事態એݴが
。にあるگ全ճ෮には今もなお、ほど遠い状׬、発出され࠶

$O7*%ײ���છ֦େとऀྸߴ

　$O7*%ô19の感છ֦大によって、大きなӨڹを受けたの
は高齢者であΖう。$O7*%ô19の感છが֬認されるよう
なったॳ期から、基ૅ疾ױを有する高齢者ではॏಞԽしや
すいことが報ಓされ、高齢者の活動はஶしく੍限されるこ
ととなった。また、֤地Ҭで行われていたհ護༧๷・生活
支援サービス事業は中ࢭ、通いの場などのॅ民ओ体活動に
は中ࢭ要੥、հ護༧๷ී及ܒ発事業・地Ҭհ護༧๷活動支
援事業なども։࠵が見送られるなど、հ護༧๷活動も大き
な੍໿を受けた。これはٸۓ事態એݴղ除後も続いている
状گにあり、「感છ༧๷とհ護༧๷の྆立」は௒高齢社会
が๊͑たਂࠁな՝題となっている。
　$O7*%ô19の感છ֦大により、身体活動ྔや社会活動ྔ
のݮগが長期Խすることで、フϨイルを発症・進లさせస
౗、入院、要հ護などの有害健康సؼを招きやすくなるこ
とはݴうまでもない。フϨイルには、身体的要ૉのみなら
ず心理・精神的要ૉ、さらには社会的要ૉが含まれ、いず
れの要ૉも日常生活の੍限にӨڹすることが報ࠂされてい
る1）- 4）。そのため、フϨイル対ࡦとしては、これら要ૉの
活動ϨϕルをҾき上げることがॏ要ࢹされ、特に身体的フ
Ϩイルに関しては、身体活動（ӡ動）を実施することによる
ޮ果が多数報ࠂされている5）。
　わが国では以前より、このような身体活動や社会活動が
੍限されやすい状گとして、自然災害の問題が取り上げら
れていた。2011年に発生した東日本大਒災では、ඃ災され
た高齢者において、その後にӡ動機能が低下することや、
要հ護となる方のׂ合が多く6）、7）、身体的および社会的な

山
やま

田
だ

　実
みのる

ஜ೾大学人ؒڭܥत

【略歴】��00�年ɿژ౎େ学େ学Ӄҩ学研究科ਓ݈ؒ߁科学ܥઐ߈ॿख、�0�0年ɿਆށେ学େ学
Ӄҩ学ܥ研究科मྃʢอ݈学ത࢜ʣ、ژ౎େ学େ学Ӄҩ学研究科ਓ݈ؒ߁科学ܥઐ߈ॿڭ、
�0��年ɿஜ೾େ学ਓؒܥ।ڭत、�0��年よりݱ৬、�0�0年ɿஜ೾େ学େ学Ӄਓؒ૯
߹科学研究科ੜ֔ൃୡઐ߈長�݉�ஜ೾େ学ਓؒ૯߹科学学ज़Ӄਓؒ૯߹科学研究܈ϦϋϏϦ
ςーシϣン科学学位ϓϩάϥϜϦーμー

【専門分野】࿝年学、ϦϋϏϦςーシϣン学

COVID-19による
高齢者の活動への影響と社会参加

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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活動の੍໿がӨڹしていると͑ߟられた。$O7*%ô19の感
છ֦大は、自然災害にྨࣅするように国民の活動を੍限さ
せ、またこのӨڹは全国的なものとなった。

$O7*%ײ���છ֦େに൐͏਎ମ活動のมԽ

　$O7*%ô19の感છが֦大する中で、身体活動に及ΜだӨ
であった。われわれは、インターωット調査によࠁはਂڹ
り、2020年4月（1ճ目）のٸۓ事態એݴ中における高齢者
1,600名の身体活動ྔを調査した8）。その݁果、2020年1月࣌
఺（$O7*%ô19感છ֦大前）の1ि間当たりの身体活動࣌間
（中ԝ஋）が245分であったのに対して、2020年4月࣌఺（ۓ
গしてݮ中）には180分にまで、つまり໿3ׂもݴ事態એٸ
いた（ਤ�）。なお、携ଳి࿩の活動ྔデータに基づいて分
ੳを行った研究（全ੈ୅対象）でも、この期間に໿3ׂのݮ
গが認められており9）、$O7*%ô19ύンデϛッΫは身体活
動ྔを大幅にݮগさせたことがࣔࠦされている。
　一方、2020年5月下०には1ճ目のٸۓ事態એݴもղ除さ
れ、ا業では在୐ϫーΫをஈ階的にղফ、教育機関もオン
サイトでの授業をஈ階的に࠶։、ショッϐングセンターや
ϨストランもӦ業を࠶։するようになり、国民の活動ྔも
ঃʑにճ෮することとなった。1ճ目のٸۓ事態એݴ中に3
ׂものݮগが認められた高齢者の身体活動であるが、6月
下०には元の水४にまでճ෮10）（ਤ�）、活動ྔの低下が長
期Խするというਂࠁな事態からは୤出することができた。
　しかし、す΂ての高齢者でこのようなճ෮が得られたわ
けではない。ಠډでۙྡॅ民とのަྲྀがগない方、つまり
社会的フϨイルの方では1ճ目のٸۓ事態એݴղ除後も身
体活動が十分にճ෮できていなかった（ਤ�）。このような

ਤ�　$07*%ôײ��છ֦大ʹよΔ਎ମ׆ಈྔ΁のӨڹ
O��
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ਤ�　௨͍の場の開催ʹ޲けたཹҙ఺のϙελー

方は、情報をऩूし、理ղし、そして活༻するという健康
行動の意ࢥ決定能力が不଍している可能ੑがある。このよ
うに、社会的フϨイルがあり、かつ身体活動ྔが長期にわ
たって低下することは、要հ護などの有害健康సؼの発生
を高めることにつながる。まずはద੾な情報を提供し、十
分なղઆを行うことがॏ要と͑ߟられた。

“�ີ�活”でײછ༧๷とհޢ༧๷のཱ྆

　৽ܕίロφ΢イルスՒにおけるOFw�Oormal「感છ༧๷と
հ護༧๷の྆立」には、3ີのみならず2活がඞ要である。2
活とは「身体活動」と「社会活動」のことであり、感છ༧๷
をపఈしながらもこれら活動をଅ進することがհ護༧๷に
ॏ要となる。ݱ在、໋をकる活動としての感છ༧๷は高齢
者の中でもप知がなされており、ؾ׵、ີूճආ、ソー
シϟルディスタンスの֬保、マスΫのண༻、手ચいや手指
ফಟのపఈなど、基本的な感છ༧๷は広く実施されている。
　しかし、3ີを中心としたこれら感છ༧๷にओ؟が置か
れることで、2活が不十分となり、要հ護Խをଅ進する状
ίロφ΢イルスՒにおけるհ護༧๷ܕになっている。৽گ
にはʠ3ີ2活ʡを合ݴ葉に、ద੾な感છ༧๷と充実したհ
護༧๷に౒めていただきたい。

　われわれは「通いの場։࠵の8の޻夫」と題したポスター
やνΣッΫリストを࡞成し、֤自࣏体に഑෍するなど、通
いの場の։࠵に向けた取り組みを支援している。+oOFsらが
まとめた報ࠂによると、ີू場所をආけること、ؾ׵を保
つこと、マスΫの૷ணを行うこと、大きな੠を出さないこ
となどが感છ༧๷にॏ要であることがࣔされている11）。こ
の情報や厚生労働লなどが報ࠂしている資料を参ߟに、࡞
成したポスターでは8つのポイントを঺հしている（ਤ�、�、
ද）。これで万全という内容ではないが、3ີ2活の推進に
向けগしでも参ߟになり、動機付けの一ॿになれ͹幸いで
ある。

͓わりに

　$O7*%ô19の感છ֦大は、医療体੍、経済、教育などさ
まざまなྖҬで多大なるӨڹを及΅した。その中でも、高
齢者に対するӨڹは大きく、今後の要հ護認定者数の増加
がةዧされている。࣌ݱ఺でৄࡉな༧ଌをすることはࠔ೉
であるが、このӨڹを࠷小限に留めるためにも、外出機会
を増やし、身体活動ྔをվળさせることがॏ要である。高
齢者に対しては、ʠ3ີ2活ʡを合ݴ葉に「感છ༧๷」と「հ
護༧๷」に౒めていただきたい。

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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ਤ�　�ͭの޻夫のνΣッΫϦεトνϥγ

ද　�ͭの޻夫のҙਤ
߲　໨ ҙ　ਤ

①Կより、ָ͘͠行͍·͠ΐ͏ ίϩφՒͰྸߴ者のਫ਼ਆ機ೳ͸௿Լ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΒΕΔɻ༷ʑͳ੍໿͕͋ΔதͰの開催ͱͳΔ͕、Կより
લࢀʹ͖޲ՃすΔ͜ͱ、ָ͍͠ͱ͑ࢥΔ͜ͱ͕ॏཁͰ͋り、࠷ॏཁϙΠントͱͯ͠࠷ॳʹࣔ͠たɻ

Λ͠·͠ΐ͏ؾ׵② Λ行͏͜ؾ׵ෆे෼ͱͳり΍す͍͕、े෼ͳ͕ؾ׵છ༧๷のॏཁͳϙΠントͰ͋ΔɻՆ場、ౙ場͸ײ͸ؾ׵
ͱ͕ٻΊΒΕΔɻ

཭Λ͋け·͠ΐ͏ڑ③ ௨͍の場の会場Ͱ、2NのιーγϟϧσΟελンεΛ֬อすΔ͜ͱ͸༰қͰ͸ͳ͍ ʢ͕会場のΩϟύγテΟー
͕໰題ʣ、ͳΔ΂͘ڑ཭Λอͭよ͏ʹৗʹҙࣝΛ͍ͯͬ࣋たͩ͘͜ͱ͕ॏཁͰ͋Δɻ

④෼ࢄ開催͠·͠ΐ͏ ③ʹ΋関連すΔ͕、ີ集ڥ؀ΛආけΔたΊʹ͸、人਺ΛݮΒすͱ͍͏͜ͱ΋ݕ౼す΂͖事߲Ͱ͋ΔɻࢀՃ人
਺͕ଟ͍௨͍の場ʹ͓͍ͯ͸、2ճ΍3ճʹ෼ࢀͯ͠ࢄՃ者のೖΕସ͑Λݕ౼すΔ͜ͱ΋ඞཁͰ͋Δɻ

⑤手ચ͍、ফಟΛ行͍·͠ΐ͏ 会場΁౸ண͠た際、ؼ୐すΔ際ʹ͸手ચ͍、手ࢦফಟΛపఈすΔɻ·た、Ҝࢠ΍テーϒϧͳͲ、ࢀՃ者͕৮
ΕΔ場所΋ఆظతʹফಟすΔɻ

ᶈϚεΫΛ͠·͠ΐ͏ ϚεΫ͸ײછ༧๷ʹॏཁͳアΠテムͰ͋Δ͕、૷ண͠た··ӡಈすΔ͜ͱ͸೉͍͠ɻڥ؀ʹԠͯ͡ண୤Λݕ
౼すΔͱͱ΋ʹ、ֻけ੠΍大͖ͳ੠͸ग़͞ͳ͍ͱ͍ͬたϧーϧΛઃけ͓ͯ͘͜ͱ΋ॏཁͰ͋Δɻ

ᶉ৯事͸ͳΔ΂͑͘߇·͠ΐ͏ 会৯΍٤஡͸ଟ͘のࢀՃ者ָ͕͠Έʹ͍ͯ͠Δ͕、ඈລのϦεΫΛճආすΔたΊʹ͸、ҿ৯Λ൐͏よ͏ͳ׆
ಈ͸ະͩ͑߇Δ΂͖ͱݴΘ͟ΔΛಘͳ͍ɻ

ᶊ健康؅理Λ行͍·͠ΐ͏ ೔ʑのݕԹʹより、গ͠Ͱ΋͍ߴͱ͡ײΔ೔͸ࢀՃ͠ͳ͍ͳͲ、一人一人のة機؅理ҙࣝΛߴΊ͓ͯ͘͜ͱ
͕大੾Ͱ͋Δɻ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！

https://www.tyojyu.or.jp/index.html


新型コロナウイルス禍のフレイル対策特 集

14Aging&Health 2021/4

は͡Ίに

　本ߘでは、৽ܕίロφ΢イルス感છ症（$O7*%ô19）のリ
スΫ؅理として施設において発生したΫラスターの事ྫに
基づいて高齢者施設における、ᶃ$O7*%ô19が発生してい
ない状گでのフϨイル対ࡦ、ᶄ$O7*%ô19が発生した状گ
下でのフϨイル対ࡦについて、その՝題および対ࡦについ
てड़΂る。

��ઃに͓͚る$O7*%ôࢪऀྸߴ
Ϋϥελʔのൃ生の࣮ଶ

　本ߘをࣥචしている2021年1月のஈ階で
৽ܕίロφ΢イルス感છ症の੎いはਰ͑
るஹしがない。本๜においても高齢者施
設における$O7*%ô19Ϋラスターの発生࣌
のࢮ๢཰は高い。また৬員が感છすると
հ護施設のӡӦがࠔ೉となる。さらに地
Ҭ医療機関における*$Uのར༻཰も高く、
その及΅すӨڹは大きい。これらの఺か
ら、$O7*%ô19はインフルエンβ΢イルス
よりもڪΖしい感છ症である。
　全国老人保健施設協会が2021年1月上०
までに೺Ѳしたհ護老人保健施設（以下、
老健）における$O7*%ô19�の発生ྫは70施
設にわたり、ར༻者、৬員を合わせ໿1,440
名が感છした。ར༻者のうち入所では974
人、通所では109名の計1,083名が感છし、
このうち99名がࢮ๢している。

　2020年12月までの報ࠂ数は50施設だったので、໿1か月
に20施設から感છの報ࠂがあり、Ϋラスター発生数も加଎
している（2021年1月26日ݱ在）一方で、発症者数は施設の
$O7*%ô19ऩଋまでの期間に大きなӨڹを与͑る。ऩଋは
。後の発症者が出てから14日間とされている࠷
　ਤ�に$O7*%ô19発症人数別のऩଋまでの期間をࣔした。
5名ະຬの発症の場合は平15ۉ日（17施設）であるのに対し、
5名を௒͑るとऩଋまでの期間は平49ۉ日（17施設）となり、
3ഒ以上の։きがある。このことから、施設内では発症者
をىこさないこと、さらにはىこしても発症者数を࠷低限

大
おおこうち 

河内二
じ

郎
ろう

հޢ࿝人อ健ࢪઃཽؒ೭ࢪڷઃ長

【略歴】����0年ɿஜ೾େ学ҩ学ઐ໳学܈ଔ、ಉෟଐපӃ಺科研मҩ、����年ɿ౦ژ౎࿝ਓҩྍ
ηンλーਆ経಺科ҩࢣ、����年ɿ۝भେ学ҩ学෦ෟଐපӃਫ਼ਆ科ਆ経科ҩࢣ、����年ɿ
ಉҩྍ৘ใ෦ҩһ、����年ɿ産業ҩ科େ学ެऺӴੜ学ॿख、�000年ɿްੜ࿑ಇল࿝݈
۝भେ学ҩ学研究Ӄҩ、औಘʢ産業ҩ科େ学ʣ࢜�00�年ɿҩ学ത、ࠤ࿝ਓอ݈՝՝長ิہ
ྍωοτϫーク学ॿڭत、�00�年よりհޢ࿝ਓอ݈ࢪ設ཽؒ೭ࢪڷ設長、�0��年より
શࠃ࿝ਓอ݈ࢪ設ڠձৗ೚ཧ事、�0�0年より౦ژେ学ҩ学෦େ学Ӄ在୐ҩྍ学ಛ೚ࢣߨ

【専門分野】ਆ経಺科学、࿝年ҩ学、ެऺӴੜ学

介護施設におけるCOVID-19対策
─フレイル対策を中心に─

ਤ�　ߴ� ྸ者ࢪઃʹ͓けΔ$07*%ô��発঱人਺ͱऩଋ·Ͱ͔͔ͬた೔਺ 
ʢۂઢ͸ہ所తॏΈ෇けฏ׈法ʹͮ͘جʣ
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Ϋϥελʔൃ生͔らߟえるϑϨΠϧରԠ

　次にわれわれの施設で発生したΫラスターྫを঺հする。
　2020年8月๭日（ô2日目）、他院からリハビリテーション
のため当施設1階に入所した女ੑが2日後（0日目）、保健所
よりೱ厚઀৮者であるとの連བྷを受け、P$R検査を実施し
たとこΖཅੑとなり、ଈ日入院となった。
　保健所と協働でೱ厚઀৮者としてར༻者10名、৬員6名
を認定し、P$R検査を実施した。当ॳ、ೱ厚઀৮者と൑定
されたར༻者および৬員にはཅੑ者はいなかったが、ཌ日
1名が発೤し検査を行ったとこΖ、ཅੑであった。さらに
この同ࣨ者2名のうち1名がཅੑであった（7日目で計3名ཅ
ੑ）。加͑て、この方のೱ厚઀৮者3名がཅੑと൑明し、こ
のஈ階で̍階のར༻者全員をೱ厚઀৮者と࠶͑ߟ度検査を
行ったが、ӄੑであった。৬員についても同様に検査を実
施したが、12日目のஈ階で全員ӄੑであった。
　なお、1階と2階の間の行動を੍限していたにもかかわら
ず、ཅੑの認知症を有する男ੑが໷間に2階に行っていた
ことが൑明した。2階入所者も全員検査を行ったが女ੑ1名
のみཅੑで、経ա中2階フロアでཅੑとなったのはこの方
のみだった。
　全経աを通͡てར༻者計27名と৬員計3名がཅੑと൑定
された。ཅੑと൑அされたར༻者は、保健所の指ࣔに基づ
いてすみやかにۙྡの病院にస院した。ཅੑとなった৬員
はホテル療養となった。
　ਤ�に当施設における発生の࣌間的な͹らつきをࣔした。
38日目（9月14日）を࠷後にཅੑ者が出ていないことから、
このΫラスターはその14日後の9月28日にִ཭ղ除を行う
ことができた。
　ਤ�から、当ॳのཅੑ者が18日目までにཅੑとなった22

に཈͑ることが՝題である。　

$O7*%ô��がൃ生していないஈ֊での
ࡦઃでのϑϨΠϧରࢪ

　հ護施設において$O7*%ô19༧๷のため、さまざまな
サービスの੍限が行われている。たと͑͹通所サービス、
ϨΫリエーション、ボランティアなどによるグループ活動
の੍限などである。このように一部のサービスを੍限する
ことにより、΢イルスが࣋ち込まれる機会をݮらすことが
期଴される。
　$O7*%ô19の広がりを๷͙ため、われわれの施設では入
所後1ि間は経ա࡯؍期間とし、ར༻者はࣨݸでのִ཭、
多চࣨの場合はΧーテンで۠੾ったۭ間でのִ཭となり、
その期間はݸ別リハビリテーションのみ提供している。
　その一方で、サービスの੍限はར༻者のフϨイルの進行
につながるੑݥةがある。入所ར༻における対Ԡとしては
まずݸ別リハビリテーションの充実である。これはこれま
でのू団リハビリテーションを取りやめた࣌間をさらにݸ
別リハビリテーションに充

ㆀ

てることで、$O7*%ô19対ࡦと
リハビリテーションの充実を行うことができる。
さらにボランティアなどによるϨΫリエーションのछྨ
や方法の見௚しが行われている。オンライン面会も、家଒
とのつながりをҡ࣋するう͑でޮ果が期଴される。
　一方、通所サービスにおいては、在୐では家଒や༑人、
他の在୐հ護サービス事業者などとの઀৮の可能ੑも高く、
入所者よりもリスΫが高いと͑ߟられるため、体Թのଌ定
を行い、発೤者やٙいྫの一࣌ར༻中ࢭをしつつ、ݸ別の
リハビリテーションおよびϨΫリエーションを充実させる
ඞ要がある。

ਤ�　$07*%ô��Ϋϥελーのؒ࣌తͳ͕޿り
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　$O7*%ô19にጶױしなかった高齢者は、Ϋラスター発生
でࣨډのみでの活動となったからといって、す͙に心身機
能が低下するわけではない。ݸ別のリハビリテーションを
。を図る΂く対Ԡした࣋続することによって、心身機能のҡܧ

$O7*%ô��ጶऀױの࠶ೖॴについて

　$O7*%ô19にጶױすると、ར༻者は指定された病院に入
院する。その後一定期間を経たあと、ར༻者は施設に࠶入
所する。ݱ在のルールでは症状があった者の場合、࠷୹13
日間で、ແ症状者の場合は࠷୹8日間で施設に໭ることが
可能である。
　今ճ、当施設でのΫラスター発生で、施設内でのཅੑ֬
認が続きκーχングがܧ続している中で、ແ症状のར༻者
が࠷଎10日ఔ度で໭ってくる際の対Ԡにྀۤした。໭って
くる方が活発な認知症者の場合、κーχングをແࢹして動
くためκーχングの޻夫もඞ要となった。こういった方ʑ
の場合、ϝジϟートランΩライβーを࢖༻せざるを得ない
ケースもあった。
ࢉૉྍ法Ճࢎ୐ࡏの࣌ೖॴ࠶���
　以前から指ఠされているように、老健ではհ護報ुのし
͹りから在୐酸ૉ療法が受けにくい状態が続いている。高
齢者の$O7*%ô19感છ後は݂中酸ૉが低い方が多く、入院
した病院から、ୀ所後は在୐酸ૉ療法ܧ続の指ࣔが出され
るが、そのίストは施設࣋ちである。したがって元の入所
施設に໭すことがࠔ೉となる場合がある。老健入所者にお
いても、在୐酸ૉ療法が問題なく提供できる体੍を構築す
΂きと͑ߟる。
ࢪ࣮࠶தϦϋϏϦςʔγϣϯのूظの୹ޙછ঱ײ���
　$O7*%ô19で入院した方の心身機能Ϩϕルの低下がஶし
い。本དྷ、老健では୹期ू中リハビリテーション1）および
認知症୹期ू中リハビリテーション2）により、入所௚後の
ར༻者の機能վળが得られている3）。入所後の࣌期にもґ
ଘするが、୹期ू中リハビリテーションはա3ڈか月に老
健をར༻していないことが算定の৚݅となっているが、
$O7*%ô19ጶױ後は多くのར༻者が୹期ू中リハビリテー
ション、認知症୹期ू中リハビリテーションがඞ要な状態
である。
���ೖӃதのซଘ঱のѱԽ
　$O7*%ô19で入院している期間、ར༻者のซଘ症がѱԽ
する場合がある。今ճのエϐソードにおいても、入院中に
᧘ᚃがѱԽし、࠶入所後に࠶度入院して、᧘ᚃの࣏療を要
する方がいた。

名（うち৬員1名）への感છと関係していると͑ߟられた。
一方、22日目からの感છは、పఈしたκーχングや感છ症
対ࡦを行っていても感છしたため、同ࣨ者からの感છある
いはհ護の際に৬員によって఻೻した可能ੑがある。

Ϋϥελʔؒظதのར༻ऀの活動੍ݶ

　ར༻者はさまざまな日常生活活動の੍限を受ける。まず、
トイϨの࢖༻੍限のため、ར༻者は自ࣨでポータϒルトイ
Ϩでのഉᔔを༨ّなくされた。食ಊは࢖༻できず、֤ࣨډ
での食事となった。
　これまで老健では、認知症を有しかつ活動的な高齢者を
ൺֱ的自由にさせることで機能ҡ࣋を図ってきた。通常で
あれ͹、ࢲが所ଐする施設でもこの数年間、身体߆ଋは
まったく行われていなかった。とこΖが、感છ症ྲྀ行下で
は、ༀࡎによる཈੍やࣨ内施ৣなどの手ஈを࢖༻しなけれ
͹、本人やほかのར༻者を感છ症からकることができない
という状گに置かれた。௚઀の身体཈੍は行わなかったが、
認知症者で活発に動く方の活動੍限は特にࠔ೉で、当施設
でྫ外的にしか࢖༻してこなかったϝジϟートランΩライ
βー（߅精神病ༀ）を࢖༻せざるを得ない事態となったが、
。しても活動੍限ができない認知症高齢者がいた༺࢖
　本དྷ、老健のある΂き対Ԡは、ར༻者の活動ੑや行事へ
の参加をଅし、認知症リハビリテーションを行うことでप辺
症状を཈੍することであるが、感છ症؅理上はこういった
アプローνが行͑ない。通常࣌の老健の理೦と感છ症下で
行う཈੍がໃ盾しており、൑அにྀۤすることが多かった。
　またΫラスターが発生したあとのリハビリテーションは
す΂てϕッドサイドで行われた。その際、さまざまな問題
఺がڍげられた。
　ᶃ�リハビリテーション対Ԡの際、๷護۩やマスΫは1݅
あたりでมߋしなけれ͹ならなかった。

　ᶄ�これまでリハビリテーションスタッフはෳ数フロアを
୲当していたが、感છ๷ࢭの؍఺からフロアઐैとし
たため、ޮ཰が低下した。

　ᶅ�マスΫண༻してのリハビリテーションとなるため、ί
ϛϡχケーションがとりにくかった。

　ᶆ�通所リハビリテーションは中ࢭした。このため通所ར
༻者のA%L低下がみられた。また、別事業者へのサー
ビス移؅が行われた。

　ᶇ�活発な認知症者の場合、感છ༧๷のためにϝジϟート
ランΩライβーを࢖༻して活動を཈੍せざるを得ない
ケースがあり、この場合リハビリテーションのޮ果も
。られた͑ߟୀするとݮ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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明จॻを࡞成し公։している。ཽ間೭ڷにおいても、す΂
ての入所者に対してこの方法でઆ明している（ද）。

͓わりに

　本དྷ、老健はར༻者の活動ੑやA%Lを上げるための޻
夫をしている施設である。とこΖが$O7*%ô19がຮԆして
から、面会が੍限され、さらにΫラスターが発生すると、
保健所などの指ಋによりݫしいִ཭が行われることになっ
た。感છした方はもちΖΜ、感છしなかった方でも、行動
੍限があれ͹A%Lが低下するリスΫは高い。さらに、これ
までຖ日のように行われていたϨΫリエーションも中ࢭさ
れたため、認知機能の低下もݒ೦される。
　老健の理೦とはҟなるこのような対ࡦとある΂き理೦と
の༥合をどのように図るかが՝題である。
　また、今後はデータを੔理し、ར༻者の心身機能が
$O7*%ô19Ϋラスターの発生でどのようにมԽしたのかも
検討していく༧定である。

ೖॴऀにରする
৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱のઆ໌

　当施設では、ॳճར༻࣌にす΂てのར༻者に、༨໋が残
りগなくなったときの対Ԡについて方針を֬認する一छの
アドόンス・ケア・プランχング（A$P）を行っている。通
常࣌であれ͹、ऴ຤期のケアについて十分なઆ明を行って
いると、老健での看取りはຬ଍度が高い4）。
　しかし$O7*%ô19ྲྀ行下では、ጶױ者には保健所や入院
ઌの病院から、$O7*%ô19にጶױ後状態がѱԽした場合の
対Ԡの֬࠶認がٻめられる。۩体的には人ثٵݺ޻や
E$.Oの࢖༻についてである。ॳճར༻࣌には、看取りの
際のԆ໋࣏療として人ثٵݺ޻やその他ੑٸ期医療は不要
としても、$O7*%ô19にጶױした場合は、できるだけのこ
とをしてほしいとر望する家଒もいる。ར༻者は認知症で
൑அができず、དྷ所੍限がある中で、家଒も୹࣌間で൑அ
を行うことはࠔ೉な状گがある。
　そこで、日本老年医学会と全国老人保健施設協会は、ར
༻者に対する৽ܕίロφ΢イルス感છ症ྲྀ行࣌におけるઆ
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ද　৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ʹ͍ͭͯのೖ所࣌のར༻者΁のたΊのઆ໌จॻ

৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ྲྀ࣌ߦʹ͓͚ΔೖॴのܧଓͳͲʹ͍ͭͯ

հޢ࿝人อ健ࢪઃ　ཽؒ೭ڷ
ઃ長　大Տ಺ೋ࿠ࢪ

ɾࢪઃͰのײછ঱ൃ঱Λ׬શʹ཈੍Ͱ͖ͳ͍Մೳੑ͕͋Δ
　 ౰ࢪઃͰ͸͝ར༻のօ༷͕৽ܕίϩφ΢Πϧε౳のײછ঱ʹ͔͔Βͳ͍よ͏、໘会の੍ݶ、ೖ所者及ͼ職員のମௐ࡯؍ͳͲ࠷大

೉ͰすɻࠔછΛ๷͙͜ͱ͸ײછ者͔Βのײの஫ҙΛ෷͓ͬͯり·すɻ͔͠͠ͳ͕Βແ঱ঢ়のݶ

ɾൃ঱ऀ͕ग़ͨஈ֊Ͱのࡏ୐෮ؼ΍ଞのࢪઃ΁のҠಈ͸ࠔ೉Ͱ͋Δ
ΔՄೳੑ͕͋͛޿છ঱ΛײΔՄೳੑ͕͋り·すɻ͜のஈ֊ͰのҠಈ͸͍͕ͯͬ޿છ͕ײʹઃ಺ࢪʹط、ઃ಺Ͱ発঱者͕ग़たΒࢪ 　

Δ͜ͱ͔Βࠔ೉ʹͳり·すɻ

ɾऀྸߴͰ༷ʑͳ࣬ױΛ͍ͯͬ࣋ΔͨΊʹॏ঱Խ͠΍͍͢
 ߴ　　 ྸ者ࢪઃʹ͸༷ʑͳ࣬ױΛ๊͑た͝ྸߴのํ͕ଟ͘、ͦのよ͏ͳํ͸ॏ঱Խ͠΍す͍͜ͱ͕஌ΒΕ͍ͯ·すɻ

ɾࢪઃͰのײછରࡦɾ΢Πϧεࠪݕ
、છ͕ٙΘΕた場合ײ಺Ͱのִ཭͕行ΘΕ·すɻࣨډ΍ߋのมࣨډ、ʹりΛ๷͙たΊ͕޿છ঱のײ、ઃ಺Ͱ発঱者͕ग़た場合ࢪ 　

ҩྍ機関Ͱの΢ΠϧεࠪݕΛ行͍·すʢॳ਍ྉ౳͕ඞཁʹͳΔ͜ͱ͕͋り·すʣɻ

ɾײછ࣌のରԠ
　 ར༻者͕ίϩφ΢Πϧεཅੑͱ൑໌͠た場合ίϩφ΢Πϧεײછ঱のํΛ͍ͯ͠ྍ࣏Δઐ໳のҩྍ機関ʹೖӃすΔ͜ͱʹͳり·

すɻͲ͜のҩྍ機関ʹҠΔ͔͸อ健所͕ܾΊΔたΊબ୒Ͱ͖·ͤΜɻ

ɾײછ঱ʹጶͯ͠ױॏ঱ʹͳͬͨ࣌のྍ࣏ΛͲ͏͢Δ͔ͯ͑ߟΈΔ
　 ίϩφ΢Πϧεײછ঱ʹጶͯ͠ױೖӃすΔ際ʹ͸อ健所΍ઌํのҩྍ機関͔Β、ޙࠓのํྍ࣏਑ʹ͍ͭͯͲ͜·Ͱのྍ࣏Λر๬

すΔ͔ͱ͍͏໰͍合Θ͕ͤ͋り·すɻ͜ΕΒのҩྍ機関Ͱ͸ثٵݺ঱ঢ়ͳͲのఔ౓ʹより、಺෰͋Δ͍͸఺ణのྍ࣏΍ࢎૉϚε
ΫʹよΔࢎૉ͕څڙͳ͞Ε·すɻ͞Βʹॏ঱ʹͳΔͱ、人ثٵݺ޻΍&$.0ʢΤΫϞʀ人޻ഏͱϙンプΛ༻͍たମ֎॥؀ճ࿏ʹ
よΔྍ࣏ʣͳͲの͕ྍ࣏行ΘΕΔ場合͕͋り·すɻ͜ΕΒのྍ࣏ʹよりվળすΔ場合΋͋り·す͕、վળのࠐݟΈ͕௿͍場合΋
͋り·すɻॏ঱のපظʹͳͬͨ࣌ʹͲのΑ͏ͳྍ࣏Λ๬Ήの͔ɺ͝ຊ人΋͝Ո଒΋当ࢪઃೖॴΛػձʹͯ͑ߟΈ·͠ΐ͏ɻ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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は͡Ίに

　2019年12月、෢׽市でಾの৽ܕഏԌױ者が報ࠂされたと
き、のちに$O7*%ô19と名づけられたその感છ症が、われ
われの社会と生活を一มさせるものになるとは୭も༧想も
しなかった。しかし、ݱ実には、2021年2月ݱ在、われわ
れは2度目のٸۓ事態એݴ下にある。当ॳは感છ༧๷・感
છ対ࡦが࠷もॏ要かつ可及的早期に取り組Ή΂き՝題で
あったが、感છのऴଉがまだ見͑ない中、ա度な活動自ॗ
による二次的な健康ඃ害の֦大がةዧされている。
　本ߘでは$O7*%ô19が与͑た長期的な不活発な生活が高
齢者に及΅すӨڹについてߟ࠶し、二次的な健康ඃ害を༧
๷するためのわれわれの取り組みを通͡て、高齢者が可能
な限り健康で҆全な生活をܧ続できるようなӡ動հ入につ
いて͑ߟる。

$O7*%���にΑるෆ活ൃな生活とऀྸߴ

　$O7*%ô19のੈք的ྲྀ行によって、֤国で活動自ॗや
ロッΫμ΢ン政ࡦが行われている。わが国でも、2020年4
ʙ 5月の1ճ目のٸۓ事態એݴのղ除後、11月ࠒまで感છ
者数はまずまずίントロールされた状態にあった。この間、
3ີのճආやリϞートϫーΫが推঑された一方、(o�ToΩϟ
ンペーンなどもあり、若者や活動的な人を中心に一࣌的に
社会活動を࠶։させる動きも見られた。

　しかし、ྲྀ行が࢝まってからの൒年間で、身体的にも社会
的にも੬ऑなଘ在である高齢者1）,�2）と基ૅ疾ױのある人2）,�3）

は感છにより全身状態がॏಞԽしやすいことが明らかに
なった。また生活श׳病などのซଘ疾ױを有する֬཰の高
い高齢者はகࢮ཰が高く、հ護施設や病院、地Ҭのूまり
などで多数のΫラスターの発生と高齢者のࢮ๢が報ࠂされ
た4）- 6）。このため、ʠ高齢者は感છ༧๷のためになる΂く外
出を控͑てด͡こもる΂きʡという෩ைが広がった。୹期
的かつ感છ༧๷という؍఺からは、この動きは有ޮであっ
た可能ੑが高いが、感છ症の発生から1年以上経աしたݱ
在も感છऴଉへのಓےがはっきりとは見͑ない中、長期的
な高齢者のด͡こもりや活動低下による二次的な健康ඃ害
がݒ೦されている。

ෆ活ൃを๷͙ͨΊのऔり組Έ

　不活発な生活は高齢者のフϨイルを༠発またはѱԽさせ
るとして、日本老年医学会は「৽ܕίロφ΢イルス感છ症の
中で高齢者がؾをつけるポイント」7）をいち早く発表した。
国立長寿医療センターでも「高齢者のためのίロφ΢イルス
対Ԡの஫意఺」（https://www.ODHH.Ho.jp/topiDs/20200420.
html）や「高齢者のための৽ܕίロφ΢イルス感છ症ハン
ドϒッΫ」（https://www.ODHH.Ho.jp/hospital/EoDumFOts/
DoWiE19)aOE#ooL.pEG）などを早くから発表し、ਖ਼しい感છ
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基づくӡ動や活動を実施できることをめざしている。࡞成
にあたっては、老年内科、神経内科、リハビリテーション
科ઐ門医と、؅理栄養士、療法士などの多৬छが協働し、
高齢者が҆全に活動やӡ動を実施できるよう協ٞを行った。
　発信方法に関し༧め外དྷױ者に調査を行った݁果、イン
ターωットから情報をूめることができると౴͑た人は2
ׂఔ度しかなく、実際にίロφՒでインターωットからӡ
動の情報を得た人は数％のみであった。この݁果を౿ま͑、
N$((ô)EPOPは、広くੈの中にී及するよう、当セン
ターのホームページから୭でもແ料でμ΢ンロードができ
るとともに、インターωットにアΫセスできない人も内容
が֬認できるように࡭子のҹ࡮と഑෍も行った。

N$((�)&POPの࣮ࡍ

　高齢者は多くのซଘ疾ױを࣋っていることが多いため、
そのときの心身の状گにଈした活動やӡ動を実施できるよ
う、N$((ô)EPOPでは؆୯な7つの࣭問からなるフロー
νϟートを設けた（ਤ�）。۩体的なӡ動や活動としては、

༧๷の知ࣝを広めてきた。また一般社会でも、$O7*%ô19
が身ۙにある生活を「8ith�ίロφ」または「χϡーϊーマ
ル」とশし、このような状گを特別ࢹするのではなく、感
છを༧๷しながらも、なる΂くී通の生活を行うための方
略を޻、͑ߟ夫を行う΂きとの͑ߟ方も広まってきた。
　このようなഎܠの中、৽ܕίロφ΢イルス感છ症対ࡦઐ門
家会ٞからの提ݴを౿ま͑、政府からは「৽しい生活様式」
と、その実ફྫが発表されている8）。この中では感છ๷ࢭの
ための3つの基本として、ᶃ身体的ڑ཭の֬保、ᶄマスΫの
ண༻、ᶅ手指Ӵ生が推঑され、3ີのճආやྲྀ行地ۙ辺での
移動を控͑ることが明記されている。また、なる΂くリϞー
トやオンラインをಋ入し、௚઀的に人との઀৮をݮらせるよ
う、ి子機ثや通ൢなどの活༻をݺびかけている。他にも業
छごとの感છ֦大༧๷Ψイドラインを関係団体が別్࡞成し
ており、࢓事でもࢲ生活でも多くの੍限が՝せられている。
　そのような中では、さまざまな޻夫を行っても
$O7*%ô19ྲྀ行֦大前とൺ΂て活動ྔがݮることはඞࢸで
あり、国民全体の心身状態に対する二次的ඃ害がݒ೦され
ている。実際に、৽ܕίロφ΢イルスՒ（以下、ί
ロφՒ）の長期Խに൐い、า数や活動ྔの低下だけ
でなく、体ॏの増加や不຾、ి子機ثの長࣌間࢖༻
によるݞこりやࠊ௧、؟精ർ労などが広く社会問題
となっており、生活श׳病のѱԽや身体の௧み、感
の機能低下、ਂ部੩຺݂ખ症などはフϨイルのث֮
進行や要հ護状態の௚઀的なѱԽの要Ҽにもなる。
　このため、自୐でも行͑るӡ動のॏ要ੑがますま
す高まっており、国立長寿医療研究センターでも、
早くからίロφՒにおける高齢者の心身状態のѱԽ
をݒ೦し、その༧๷のために、2020年5月に「国立長
寿医療研究センター�在୐活動ΨイドɿN$((ô)omF�
EYFrDisF�ProHram�Gor�OlEFr�PFoplF（)EPOPɿώー
ポップ）2020�一般高齢者向け・活動ฤ」（https://
www.ODHH.Ho.jp/hospital/HuiEF/iOEFY.html）を発表
した9）,�10）。その後、2020年のळには、スポーπிで
も、「8ithίロφ࣌୅にӡ動不଍による健康二次ඃ
害を༧๷するために」ʠご高齢の方向けʡ、ʠお子様を
つご家଒向けʡなどのリーフϨット11）を公表して࣋
いる。

N$((�)&POPの֓ཁ

　N$((ô)EPOP12）のίンセプトは「高齢者のため
の在୐活動Ψイド」であり、これを見れ͹、高齢
者が୭でも؆୯に、自୐でઐ門家のアドόイスに

ਤ�　)&101ϑϩーνϟート

⡋2�2� 国ཱ研究開発法人 国ཱ長寿ҩྍ研究ηンλー

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
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なりがちな若いੈ୅に向けて「テϨϫーΫ体ૢɿどこでも
)EPOP」（ht tps : / /www.ODHH .Ho . j p/hosp i t a l /
OFws/20201224.html）も४උしており、さまざまなܗでな
る΂く多くの人が活動をҡ࣋できるようなπールを提供し
ている。
、৽の8)OのΨイドライン12）,�13）では、身体活動に関し࠷　
18ʙ ࠷度の有酸ૉӡ動をिにڧの成人は、中ఔ度のࡀ64
低150ʙ 300分、あるいは高ڧ度の有酸ૉӡ動を࠷低75ʙ
150分、または同等のڧ度のӡ動を行うことが健康に大き
なޮ果をもたらすとされている。さらに、िに2日以上、
す΂てのओ要なے೑܈を含Ή中ڧ度以上のے力ڧԽ܇࿅を
行うことで、より健康に対するޮ果があるという。また、

ओに身体機能をվળさせるための「όランス向上ύッΫ」、
「体力向上ύッΫ」、「不活発༧๷ύッΫ」と、食事やᅞ下、
オーラルフϨイル、栄養に関係する「ઁ食ᅞ下վળύッΫ」
および「栄養վળύッΫ」、೴と体を同࣌に஁͑るための
「ίグχύッΫ」の6つのύッΫを४උし、フローνϟート
の中にある࣭問に「はい」か「いい͑」で౴͑、໼ҹにԊっ
て進Ήだけで、その人に、よりదしたύッΫをબ୒できる。
ʑのύッΫの中には、そのύッΫの֓要やར༻方法のݸ　
આ明と、ӡ動࣌の஫意఺などをৄしくࣔしている。またઁ
食ᅞ下ύッΫと栄養վળύッΫを除く4つのύッΫでは、
֤ύッΫに10ʙ 含まれるӡ動の一ཡ表を提ࣔし、こݸ15
の表を見ることで、掲載されているӡ動のछྨやթ位・࠲
位・立位のいずれの࢟੎で行うӡ動で
あるかがわかり、ར༻者が自分に࠷も
దしたӡ動をબ୒できる。
　実際のӡ動のྫをਤ�にࣔす。֤ӡ動
について、؆୯なจষでઆ明しながら
人ܗやΩϟラΫターを༻いて۩体的な
体の動きをࣔした。また、基ૅ疾ױに
も഑ྀし、سېとなる疾ױや疾ױ特有
のӡ動࣌の஫意఺も記載した。ӡ動に
ついては、ストϨッν、όランス܇࿅、
࿅、全身ӡ動などを含めた܇ڧ力増ے
が、サルίペχアやフϨイルの༧๷に
ܽかすことのできない食事のઁ取や栄
養についてもઆ明を含めた。これらを
実ફすることでޡᅞੑഏԌや低栄養、
స౗、認知機能のѱԽなどを༧๷し、
΢ォーΩングや家事などによる活動も
合わせることで、ίロφՒでも心身機
能のҡ࣋を図れるようなΨイドとなっ
ている。

ͦのଞのࡏ୐でのӡ動のקΊ

　3つの身体機能に関するύッΫと「ί
グχύッΫ」については「いつでも
)EPOP」という؆қ൛も࡞成し（https://
www.ODHH.Ho.jp/hospital/HuiEF/simplF.
html）、)EPOPフローνϟートを実施
後にύッΫをબ୒すれ͹、10分ఔ度で
いつでも؆୯にܰؾにӡ動が実施でき
るようになっている。また高齢者だけ
でなく、リϞートϫーΫでӡ動不଍と

ਤ�　 ࣮ 際のӡಈプϩάϥムのྫ 
ʢ্ɿόϥンε্޲ύッΫ　Լɿઁ৯ᅞԼվળύッΫʣ

⡋2�2� 国ཱ研究開発法人 国ཱ長寿ҩྍ研究ηンλー

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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40％以上のෛՙがඞ要とされているが、ۙ年の高齢者にお
ける研究では1R.（RFpFtitioO�.aYimum）の20％ఔ度の低
ෛՙϨジスタンスӡ動でもے力増ڧが得られると報ࠂされ
ており21）、8)OのࠂקのようにʠどΜなӡ動や活動でもθ
ロよりはずっとよいʡため、まずは؆୯で手ܰにできるӡ
動から࢝め、ӡ動श׳をつけることをୈ一に͑ߟる΂きで
ある。
　ӡ動श׳がつけ͹、աෛՙの原ଇや઴増ෛՙの原ଇなど
にैい、ঃʑにෛՙྔを増やすとよい。合わせて認知機能
や栄養面にも഑ྀし、二ॏ՝題を取り入れたӡ動や活動ྔ
に見合う栄養をద੾にઁ取するよう、多方面から指ಋを行
うことが望ましい。
　$O7*%ô19によって人ʑの生活や活動が大きく੍限され
ることはة機的状گではあるが、本ߘで঺հしたような自
୐でできるӡ動プログラムのߟҊや指ಋ体੍の構築は、今
後の医療・հ護分野の発లにも寄与するものであり、これ
まで経ݧしたことのないような状گの中でも高齢者の健康
をਖ਼しくकれるよう、今後もॊೈな発想でհ入ٕ術の進า
を図る΂きである。

܇以上の高齢者では、身体活動の一環としてόランスࡀ65
࿅とے力増܇ڧ࿅をि3日以上、中ڧ度以上で行うことで、
機能的な能力を高めస౗を๷͙ことができるとされている。
フϨイルやサルίペχア高齢者に対してもӡ動の有ޮੑ
がࣔされており14）,�15）、特にϨジスタンスӡ動を含Ήෳ合的
なӡ動プログラムがޮ果的である16）。認知症の発症༧๷に
関してもӡ動のޮ果がࣔされており、.$*から認知症への
進行༧๷に関しては二ॏ՝題を含Ήෳ合的なӡ動がよいと
いう17）。また、認知機能とӡ動機能の関連も知られており、
ॎஅ的研究において、ීஈからӡ動ྔが多い高齢者のほう
が認知機能が優れており18）、6年にわたる௥੻調査でも研
究։࣌࢝の࠷大酸ૉઁ取ྔのϕースラインが低い人ほどऴ
。（の認知機能が低下していたという19࣌ྃ
　これらの知見を合わせれ͹、屋外やグループでの活動が
まだまだ੍限される中、高齢者に対しては、िにগなくと
も3ճ以上、できれ͹ຖ日、όランス܇࿅、ے力増܇ڧ࿅、
ストϨッν、有酸ૉӡ動などを含Ή多छ多様なӡ動を自୐
でܧ続することが望ましい。ถ国スポーπ医学会のΨイド
ライン20）では、ے力増ڧのためには࠷低でも࠷大ے力の
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は͡Ίに

　৽ܕίロφ΢イルス感છ症（DoroOaWirus�EisFasF�2019、
$O7*%ô19）と栄養の関係はछʑの੾り口がある。ここで
は、ॏ症Խと栄養状態の関係、$O7*%ô19発症による栄養
状態へのӨڹ、ඍྔ栄養ૉ、৽ܕίロφ΢イルスՒにおけ
る栄養の問題などを取り上げる。
　なおライフステージにより$O7*%ô19と栄養との関連は
ҟなる可能ੑがあり、今ճは成人から高齢者を対象として
は成人と高齢ڹたい。通常では栄養状態の健康へのӨ͑ߟ
者では大きくҟなる状گがあり1）、$O7*%ô19のྲྀ行期に
おいてもそのҧいがଘ在する。

$O7*%���ॏ঱Խとӫཆとの関࿈

　$O7*%ô19のॏ症Խ（*$U࢖༻、ഏԌ、人ثٵݺ޻の࢖༻、
๢）との関連Ҽ子をϝタղੳ（16࿦ࢮ、܈ഭ症ީځٵݺੑٸ
จ、O�3,994、年齢中ԝ஋ɿ41ô59.7ࡀ）した݁果では、高݂
ѹ、౶೘病、心݂؅病、ຫੑดੑ࠹ഏ疾ױ、ຫੑਛଁ病が
リスΫとしてந出されたが、ࢮ๢リスΫに限ると౶೘病の
みが有意なリスΫであった2）。
　一方、ถ国の26医療機関で$O7*%ô19ጶױ者の中で#.*
ʾ30LH/m2またはංຬと਍அされている対象者（O�8,641、
平ۉ年齢ɿ49.68ࡀ）の#.*ʻ30LH/m2またはංຬの਍அが
ないጶױ者�（O�31,273、平ۉ年齢ɿ49.87ࡀ）とൺֱすると、
発症30日以内のࢮ๢または人࢖ثٵݺ޻༻に関する相対リ
スΫは1.99（95％$*ɿ1.84ô2.15）であった。܏向スίアマッ
νング法を༻いたղੳでも、ංຬ܈はඇංຬ܈にൺしての
相対リスΫは1.56（95％ $*ɿ1.41ô1.73）であった3）。ංຬ

（#.*ʾ30�LH/m2）と$O7*%ô19のॏ症Խに関する30࿦จの
ϝタղੳ（対象ɿ成人）でも、多มྔղੳでංຬのଘ在は
入院、�*$Uの࢖༻、人ثٵݺ޻のࢮ、༺࢖๢のリスΫで
あった4）。
　以上より、গなくとも成人では$O7*%ô19のॏ症Խとං
ຬ、౶೘病などのա栄養状態との関連があることがわかる。
　一方で、フランスの大学病院の一般চに入院している
$O7*%ô19ױ者で、入院࣌に栄養ධՁがされていた連続
114名（平ۉ年齢ɿ59.9ʶ15.9ࡀ）のうち42.1％が低栄養（thF�
(L*.�DritFriaでධՁ）で、そのうち中等度、高度の低栄養
はそれͧれ23.7％、18.4％であった5）。2020年1月ʙ 2月に中
国෢׽大学ෟଐ病院分院に$O7*%ô19で入院した435名の中
で65ࡀ以上、データܽ損がない182名（男ੑɿ65名、68.5ʶ
の栄養ධՁ（.iOi-NutritioOal�AssFssmFOtɿ࣌の入院（ࡀ8.8
.NA）で低栄養、栄養リスΫあり、とධՁされたのはそれ
ͧれ52.7％、27.5％であった。
　低栄養の関連Ҽ子は多มྔղੳで低下଼पғ長や低݂清
アルϒϛンなどが上がっていた6）。通常平ۉ年齢68ࡀ୅の
高齢者では.NAで低栄養とධՁされるׂ合はもっと低く、
ྫ͑͹以前われわれが在୐療養中の要հ護高齢者（O�1,142、
平ۉ年齢81.2ࡀ）を対象としたධՁでも低栄養とධՁされ
たのは16.7％であり7）、$O7*%ô19で入院した高齢者の身体
機能を含Ή入院前の状態は不明であるが、基本的に栄養不
ྑな対象者が$O7*%ô19に感છした可能ੑがある。
ると、高齢者の場合は栄養不ྑ状態のଘ在が͑׵いݴ　
$O7*%ô19発症のリスΫである可能ੑがある。$O7*%ô19
に൐うԌ症による୅謝ੑストϨスが.NAධՁにӨڹを与
͑ていることは明らかであるが、本研究で低栄養との関連
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文
ふみ

名ݹ԰大学大学Ӄҩ学ܥ研究科஍Ҭ在୐ҩྍ学・࿝年科学ڭत

【略歴】�����年ɿ໊ݹ԰େ学େ学Ӄҩ学研究科मྃʢҩ学ത࢜ʣ、����年ɿถࠃࠃ立࿝Խ研究ॴ
研究һ、���6 年ɿ໊ݹ԰େ学ҩ学෦ෟଐපӃʢ࿝年科ʣॿख、���� 年ɿಉࢣߨ�、
�00�年ɿ໊ݹ԰େ学ҩ学෦ʢ࿝年科学ʣॿڭत、�00�年ɿ໊ݹ԰େ学େ学Ӄҩ学ܥ研
究科࿝年科学෼໺।ڭत、�0��年よりݱ৬

【専門分野】࿝年ҩ学

新型コロナウイルス禍と
高齢者の栄養
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52％（85％以上が*$Uで࣏療）、29％（一般চ）、37％（一般
চ）であった9）。
　原Ҽとしては、全身ੑのԌ症による୅謝ੑストϨスの増
加、さらには食ࢥ不振が原Ҽのઁ食ྔの低下がओな要Ҽと
にྔےগだけではなく、骨֨ݮわれる。これらは体ॏのࢥ
も当然Өڹを与͑、いわΏる二次ੑのサルίペχア（Χヘ
Ωシア）を༠ಋする（ਤ）。

ඍྔӫཆૉと$O7*%���

　多くのඍྔ栄養ૉは໔Ӹ൓Ԡにॏ要な໾ׂを果たしてい
ることが知られるが10）、$O7*%ô19発症ならびにॏ症Խに関
するエビデンスはまだগない。݂中ビタϛン%ʦ25（O)）%ʧ
ೱ度が$O7*%ô19のጶױならびにॏ症Խに関連があるとの
いくつかの後Ζ向きの࡯؍研究による報ࠂがある11）。
　ྫ͑͹、英国の高齢者で$O7*%ô19様症状のためにٸۓ
入院した105名（平ۉ年齢81ࡀ）で、$O7*%ô19ཅੑ者
（O�75）、ӄੑ者（O�35）の入院࣌の25（O)）%ೱ度は有意
にཅੑ者で低஋（27.0�Omol/L�Ws�52.0�Omol/L）であり、
$O7*%ô19ཅੑ者の中では55.7％が25（O)）%Ϩϕル 30�
Omol/Lで、44.3％は＞30�Omol/Lであった。そのビタϛン%
低஋܈はよりॏ症（%-EimFrϨϕルが高く、*$Uを࢖༻し、
ඇ৵ऻ的ؾ׵療法࢖༻が多い）であった12）。しかし、ࢮ๢
に関しては྆܈でࠩは認めていない。

としてந出された下଼पғ長はے೑ྔを൓өしており、ٸ
前より栄養不ྑױগは想定しにくく、$O7*%ô19ጶݮなݮ
がଘ在した可能ੑが高い。
イタリアの一病院での65ࡀ以上の$O7*%ô19ױ者の連続
109 （ྫ年齢中ԝ஋83ࡀ）の院内ࢮ๢（௥੻期間8ʙ 15日の
間に43名がࢮ๢）との関連Ҽ子は、୯มྔղੳでは年齢、
認知機能障害、高いԌ症൓Ԡ、栄養の高度ʙ中等度リスΫ
ならびに݂清アルϒϛン஋、#.*、PaO2/FiO2ൺ（酸ૉԽ指
ඪ）の低஋であった7）。栄養ධՁはthF�(FriatriD�NutritioOal�
RisL�*OEFY（(NR*�1.489×sFrum�alCumiO（H/L）�41.7×ݱ
体ॏ/理想体ॏ（LH）ʀリスΫなしɿ(NR*＞98、低リスΫɿ
(RN*�92ô98、高度ʙ中等度リスΫɿ(NR*ʻ92）でධՁした。
多มྔղੳではPaO2/FiO2ൺと(NR*ධՁで高度ʙ中等度リ
スΫのみが院内ࢮ๢と有意な関連ࢮとしてந出された8）。
しかし、栄養不ྑ状態とࢮ๢などのॏ症Խとの関連の報
。はなお๡しく、今後の研究が଴たれるࠂ

$O7*%���がҾ͖͜ىすӫཆো֐

　$O7*%ô19ጶױ中の体ॏݮগがෳ数報ࠂされている。総
આにある3つの報ࠂではそれͧれの$O7*%ô19ጶױ者年齢
は74ࡀʦ63ô84ࡀɿ中ԝ஋（࢛分位ൣғ）ʧ、59ࡀ（50ô68ࡀ）、
62ʶ16ࡀ（平ۉʶ4%）で、$O7*%ô19ጶױ期間中、またはա
গが5％を௒͑たそれͧれのׂ合はݮ1か月以内の体ॏڈ

ਤ　ྸߴ者の$07*%ô��ʹጶ͠ױた場合ͱͦのྲྀ行ظʹ͓けΔӫཆΛத৺ʹ͑ߟたྲྀΕ

ظߦྲྀ છʢ$07*%���ʣײ

ऀྸߴ
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た。対র的にංຬ高齢者ではより体ॏが増͑るリスΫが高
かった16）。
　この݁果からは$O7*%ô19のྲྀ行期では、もともとա栄
養の高齢者はさらに体ॏが増加し、低栄養状態の高齢者は
さらに栄養状態がѱԽするという相൓する二ۃԽがݦஶと
なり、その܏向は特にͻとり฻らしの高齢者で多いという
݁果であった（ਤ）。
　հ護施設入所高齢者の体ॏมԽの報ࠂがされており、
2019年12月から2020年4月までの166名ʦ平ۉ年齢86.961）ࡀô
では、2࡯؍女ੑ67.5％、認知症有病཰60.8％ʧの、（ࡀ102
月から4月までに体ॏݮগを認めたのは67％に及び、特に
23％は5％を௒すݮগを認めた17）。12月から4月までに10％
を௒す体ॏݮগは11％であった。特にύンデϛッΫ後の施
設への面会੍限ならびに食ಊにू合しての食事੍限の実施
後にஶしい体ॏのݮগが認められた。このݱ象は面会や会
࿩などのަྲྀのݮগによる཈うつ・不҆などがҾきىこす
精神心理的なӨڹにより、食ࢥ不振、食事ઁ取ྔなどがݮ
গした可能ੑがある（ਤ）。

ӫཆհೖ

　$O7*%ô19におけるエビデンスとなるような栄養հ入の
報ࠂはなく、ݱ在のとこΖॏ症感છ症における栄養հ入の
手ஈを取ることがקめられる。E4PEN（Ϥーロッύྟচ栄
養୅謝学会）が2020年6月にઐ門家による4AR4ô$o7ô2栄養
؅理指針を報ࠂしている18）。
　そこには栄養状態のධՁ、事前ならびに感છ早期のద੾
な栄養不ྑへのհ入、十分なエωルΪー౤与、ద੾なたΜ
ͺく࣭などのॏ要な栄養ૉの౤与、ならびにඍྔ栄養ૉ
（ビタϛンA、#、$、%、オϝΨ3ܥ多Ձ不๞和ࢷ๱酸、セ
Ϩン、ѥԖ、మなど）のܽ๡のධՁならびにద੾な౤与、
ඞ要にԠ͡た経口補ॿ栄養の࢖༻、その他、*$Uにおける
栄養؅理などの提ݴがある。ただ、実際に$O7*%ô19ྲྀ行
期におけるデータはなく、これに関しても今後のհ入研究
が଴たれる。
��地Ҭまたは施設入所中の高齢者においては、平࣌から栄
養状態のѱԽをまずは༧๷することがॏ要である。これに
は定期的な栄養ධՁがඞਢで、体ॏݮগがىこったらでき
るだけ早く栄養հ入を進めることが大มॏ要である。また、
かかりつけ医においては体ॏのม動を中心とした栄養ධՁ
のみならず、定期的な݂中ඍྔ栄養ૉのϞχタリングもॏ
要である。

　ถ国で2020年3月中०から6月中०まで4AR4-$o7-2の検
査を受け、かつա12ڈか月に݂中25（O)）%検査のデータ
がଘ在する合計191,779人（年齢中ԝ஋ɿ54࢛、ࡀ分位ൣ
ғɿ40.4Ȃ64.768％、ࡀ女ੑ）の中で、4AR4ô$o7ô2ཅੑ཰
は9.3％で、قઅ調੔済み平25ۉ（O)）%は31.7ʶ11.7�OH/
mL（4%）であった。4AR4ô$o7ô2ཅੑ཰は、25（O)）%஋
が不଍している対象者（ʻ20�OH/mL）では12.5％、25（O)）%
஋がదਖ਼な対象者（30Ȃ34�OH/mL）ではཅੑ཰8.1％、およ
びʾ55�OH/mLではཅੑ཰は5.9％と、ビタϛン%ܽ๡での
ཅੑ཰が有意に高஋であった。ަབྷҼ子で調੔後の多มྔ
ղੳで25（O)）%ೱ度とཅੑ཰との関係は有意であった13）。
　ѥԖに関する報ࠂもෳ数ଘ在し、日本からの報ࠂで62名
の$O7*%ô19ױ者の中で݂清ѥԖをଌ定できた29名の多ม
ྔղੳで、ॏ症症 （ྫૠ؅を൐う人ٵݺ޻の࢖༻）と݂清
ѥԖೱ度が低஋܈（ʻ70�mH/EL、O�9）とは有意な関連Ҽ
子としてந出されている14）。ѥԖはさまざまな߬ૉ活ੑに
関連し、໔Ӹ൓Ԡとの関連も知られており、今後のさらな
るデータの஝積が望まれる。
　その他、セϨχ΢ム、ビタϛン$との関連をࣔࠦする報
。をলくࡉもあるが、ここではৄࠂ

$O7*%ô��ྲྀ行ظに͓͚る
ڹのӫཆঢ়ଶ΁のӨऀྸߴ

　成人では$O7*%ô19ύンデϛッΫにより外出੍限により
身体活動ྔがݮり、また自୐での間食が増͑ることにより
体ॏが増加する対象者と、ٯに食事ઁ食ྔがݮগして体ॏ
がڹԽする栄養へのӨۃこす対象者がଘ在し、二ىগをݮ
報ࠂされている15）。
　高齢者をターήットにした報ࠂはなおগないが、アムス
テルμムのॎஅ的老Խ研究の参加者（O�1,119、62ô98ࡀ、
女ੑ52.8％）に対して$O7*%ô19ྲྀ行࣌の栄養や身体活動行
動に関するアンケート調査の報ࠂがある16）。
　ύンデϛッΫによる身体活動やӡ動のݮগを໿൒分
（48.3ô54.3％）が、栄養ա৒のૉҼとなる栄養ઁ食行動への
Өڹ（ྫɿ間食の増加）を20.3ô32.4％が報ࠂした。対র的に
6.9ô5.1％は「Թかい食事をൈく」などの栄養不ྑの要Ҽとな
る行動へのӨڹを報ࠂした。外出自ॗをした人（O�123）は
より不健康につながるઁ食ならびに身体活動行動があった。
高齢になるほどઁ食ྔがݮগし、体ॏがݮগするリスΫが
高くなった。ͻとり฻らしは、Թかい食事をൈく、食事ઁ
取ྔがগない、体ॏのݮগ、間食が増͑るなど多くの߲目
のリスΫが高かった。もともと低体ॏの人は、通常の体ॏ
の人とൺֱして、ઁ取ྔや体ॏがݮগするリスΫが高かっ
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財団ホームページはこちらから！

https://www.tyojyu.or.jp/index.html


新型コロナウイルス禍のフレイル対策

25Aging&Health 2021/4

特 集

Ϋを増加させるのみならず、フϨイルにつながり健康寿໋
のԆ伸を્害している可能ੑがあり、平࣌からまたは早期
の栄養հ入がॏ要である。

さい͝に

　以上のように、৽ܕίロφ΢イルスՒでは高齢者の栄養
状態を大きくม動するさまざまな要Ҽがଘ在する。高齢者
の低栄養状態またはリスΫのある場合は$O7*%ô19のリス
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　このたび長寿科学振興財団の理事長にब任いたしましたので、ごѫࡰ申
し上げます。
国立研究։発法人国立・ݱ）は2004年の3月に、国立長寿医療センターࢲ　
長寿医療研究センター）が日本で6൪目のφショφルセンター（国立高度ઐ
門医療センター）として設立・発଍したのと同࣌にॳ୅総長としてෝ任い
たしました。
　しかし、ࢲはもともとがൻ೘ث科の外科医であり、前立થやഉ೘障害な
ど高齢者特有の疾ױを扱ってはいたものの、高齢者医療そのものにਖ਼面か
ら取り組Μだことはなく、想૾を௒͑た人事で、戸࿭っていたというのが
事実です。
　国立がΜセンター（ݱ・国立研究։発法人国立がΜ研究センター）をは͡
め、他のφショφルセンターと同様に、当財団が国立長寿医療センターに
ซ置されたものであると知ったのは、センターにෝ任してからのことです。
　さらに財団が、国立という࿮にറられているφショφルセンターの機能
を財団という立場で幅広く支援し、よりよい長寿社会の構築にݙߩするた
めに設立されたものであることや、長寿社会の౸དྷを前に、昭和天皇から
の御下ࣀ金をいただいたԸࣀ財団であることを知ったのは、さらにあとの
ことです。
　2010年にφショφルセンターはಠ立行政法人Խされ、国立という࿮組み
から外れることになり、法཯上は財団とも੾り཭され、国立長寿医療研究
センターとは関係がないということになりました。

「長生きを喜べる社会」
をめざす

理事長あいさつ

ެӹ財団法人長寿科学振興財団 理事長

େౡ�৳Ұ
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　しかし、財団の໋࢖そのものが大きくมわったわけではありませΜ。法
཯上はともかく、日本がྺ史上ྫのない長寿社会に向かう中で、国民に
とって「長生きを喜΂る社会」の実ݱにݙߩするという໋࢖や目的はԿも
มわってはいませΜから、ैདྷどおり財団と国立長寿医療研究センターは、
おޓいに協力して進ΜでΏく΂きであると͑ߟています。
૆෕は55、ࡀの෕਌は53ࢲ。が生まれたのは1945年で、ऴ戦の年ですࢲ　
、୅を想૾できず࣌のੈ相からは今のような長寿࣌で๢くなっており、当ࡀ
。ていました͑ߟを目్にࡀも自分の医師人生を50ࢲ
　そのためもあってか、༧定どおりの人生設計を生ききったࢲは、50をա
͗たあとの人生をどう生きるか、特に͑ߟることもなくաごしていました。
そΜな状態でしたので、長寿社会のݱ実や高齢問題のਂࠁさについてもԿ
も知りませΜでした。
　おそらく今、高齢期に入っているࢲと同年୅の方たちの認ࣝは、ࢲと大
きなࠩはないのではないでしΐうか。今のような長寿社会が౸དྷすること
が想定されるようになったのはいつࠒからでしΐうか。
　認知症というݴ葉が生まれたのは2004年຤で、ࢲがセンターへෝ任した
年です。それまで認知症は「โ

ㆼ

け」とݴわれ、年を取ってボケるのはやΉ
を得ないこととされており、フϨイルは「ڏऑ」とݴわれ、まだその֓೦も
֬立されていませΜでした。
　2020年୅の今、高齢Խの進าと社会のมԽには想૾を௒͑るものがあり、
ੈք中がその対Ԡに振りճされているというのが実態でしΐう。日本はྺ
史上、地ٿ上どこにもྫのない社会のมԽを࠷ઌ୺でܴ͑ているため、今
のようなもので、どうすれ͹よいのかਖ਼ݧこっていることはす΂てが実ى
ղはどこにもありませΜ。୭もわからないղに向かって࠷దなಓはԿかを
。めてΏかなけれ͹ならないのですٻ
　とても大きな問題で、財団のできることはඍʑたるものですが、この大
きな問題意ࣝのもとにԿができるのか、身のৎに合ったことを୳りつつ、
やれることをやΖうと͑ߟています。小さな組৫ですが、常に全体をோめ、
社会のため国民のために໾に立つという基本的なࢹ఺を外さずに事業に取
り組Ή֮ޛでいます。
　皆様の一૚のご支援をお願い申し上げます。

理事長あいさつ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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加齢による免疫細胞の代謝障害が
認知機能を低下させる
　老Խとともに体のࡉ๔に生͡るݱ象
として、ストϨスやຫੑ的なԌ症が஫
目されている。高齢者の骨਷ࡉܥ๔で
あるマΫロフΝージを調΂ると、Ԍ症
関連分子のプロスタグランジンE2と、
その受容体EP2の産生が高く、ࡉ๔の
౶୅謝が障害されていた。マ΢スにお
いて骨਷ࡉܥ๔のEP2を遺఻学的にܽ
損させたり、ༀࡎを༻いて્害すると、
認知機能がਖ਼常Խすることもࣔされた。
全身の໔Ӹࡉ๔の老Խは೴にもӨڹし
ており、その機能のਖ਼常Խが認知機能
低下を๷͙ඪ的となるかもしれない
（.iOhas�P4,�Ft�al.,�┒┥┸┹┶┩.�2021�����:�
122ô128）。� （若林・ؠ௶）

アポリポ蛋白Eの遺伝子多型と
新型コロナウイルスの関係
アポリポ୿നEは࣭ࢷ୅謝に関わる

୿ന࣭であり、その遺఻子多ܕЏ4
（┅└┓┉⓸）は、アルπハイマー病発症の
いリスΫとして知られる。英国の研ڧ
究グループは、┅└┓┉⓸が৽ܕίロφ
΢イルス感છ症（$O7*%ô19）の感છ཰
やࢮ๢཰をも高めると報ࠂした。また
ถ国からは、┅└┓┉⓸を࣋つ೴の神経
ίロφ΢ܕ๔やアストロサイトは৽ࡉ
イルスに感છしやすく、障害をҾきى
こしやすいとの実ݧ的知見も報ࠂされ
た。┅└┓┉⓸がどのような機ংで৽ܕ
΢イルスに対する感受ੑに関わるのか、
研究の進లが଴たれる（,uo�$L,�Ft�al.,��
┎ⓤ┋┩┶┳┲┸┳┰ⓤ┅ⓤ┆┭┳┰ⓤ┗┧┭ⓤ┑┩┨ⓤ┗┧┭.�2020��
��:�1801ô1803��8aOH�$,�Ft�al.,�┇┩┰┰ⓤ┗┸┩┱ⓤ
┇┩┰┰.�2021����:�331ô342）。�（若林・ؠ௶）

コロナ禍での認知症介護と
支援機器の関連データが示される
　ϊル΢Σーの研究グループにより実
施された認知症者とհ護家଒126組への
調査から、ίロφՒでの支援機ث活༻
の状گと、支援機ثへの意ࣝのมԽを
ࣔす݁果が発表された。認知症者と家
଒のίンタΫトについては、27％がなし
、গ、48％がมԽなしとした一方でݮ／

14％がデジタル機ثによるίンタΫトが
増͑たとճ౴した。また、17％のհ護
者がίロφՒで支援機ثへの関心が高
まったとճ౴した。ࣔされた数஋は決
して高くはないが、ίロφՒで支援機
の活༻がさらに進Ήことが༧ଌされث
る<(FEEF�.),�Ft�al.,�┍┲┸ⓤ┖┩┺ⓤ└┷┽┧┬┭┥┸┶┽ⓤ
（iO�prFss）.�Eoi:�10.1080/09540261.2020.�
1845620>。� （井上）

ペットの飼育環境は
やがて飼い主にも影響が出る？
　夫්のย方が౶೘病の場合、もう一
方の౶೘病発症཰が高いことが知られ
ている。今ճはペットとそのࣂいओの
関係が報ࠂされた。ス΢Σーデン�΢プ
サラ大学の%FliDaOoらは、ペット保ݥ
会社のデータをもとに151,054人のݘの
いओの、そࣂいओと74,336人のೣのࣂ
れͧれの౶೘病ጶױ཰やおよそ6年間の
௥੻期間中の౶೘病発症との関連を調
΂た。その݁果、ೣのࣂいओにはԿら
関連は見られなかったが、౶೘病のݘ
のࣂいओは、健康なݘのࣂいओとൺֱ
して౶೘病の発症཰が38％も高いこと
がわかった。ࣂいݘを౶೘病にするよ
うな食事・生活環ڥがやがてࣂいओに
もӨڹを及΅すということだΖうか
（%FliDaOo�RA,�Ft�al.,�┆┑┎.�2020�����:
m4337）。� （஛本）

老化した細胞を取り除く
新たな方法の発見
　加齢に൐い増加する老Խࡉ๔の除ڈ
（sFOolysis）はさまざまな疾ױの࣏療につ
ながる可能ੑがある。東京大学医科学研
究所の+ohmuraらは、老Խしたࡉ๔では
グルタϛンからグルタϛン酸やアンϞχ
アの酸ੑを৮ഔするHlutamiOasF�1（(L4）
の発ݱが高まり、老Խࡉ๔がࡉ๔ࢮか
ら໔れていることや、(L4を્害する
ことで老Խࡉ๔のࡉ๔ࢮを༠ಋできる
ことを見出した。֬かにマ΢スに(L41
્害ࡎを౤与すると、加齢に൐う動຺
Խ症が཈੍された。৽たなߗԽやਛߗ
։発につながる大きな一าでࡎ老Խ߅
あΖう（+ohmura�:,�Ft�al.,�┗┧┭┩┲┧┩.�2021�

���:�265ô270）。� （஛本）

体重変化は総死亡リスクの増加と
関連（統合解析）
　߽・英・෹・འの国際研究νームは、
以上の地Ҭ在ॅ高齢者における体ࡀ65
ॏมԽと総ࢮ๢リスΫの関連を検討す
るために、ݸ別データを༻いた౷合ղ
ੳを実施した。ੈք֤国の30研究から
122万人のデータをऩूし、69,255人の
๢リスࢮ、๢を分ੳした。その݁果ࢮ
Ϋは、体ॏݮগで59％増、体ॏ増加で
10％増、体ॏม動では63％増であった
（P�0.05）。今後は、体ॏॳ期஋によって
関連がมわるかどうか、体ॏมԽが意
図的であるかどうかについて検ূがඞ
要である<AlharCi�TA,�Ft�al.,�┅┫┩ⓤ┅┫┩┭┲┫�
（iO�prFss）.�Eoi:10.1093/aHFiOH/aGaa231>。

（ੴ࡚）

遺伝子導入で時間を巻き戻す：
視覚障害の回復へ向けて
　万能ࡉ๔ともいわれるiP4ࡉ๔、その
Ԡ༻の可能ੑは果てしない。山中ϝソッ
ドではൽෘのࡉ๔に4छの遺఻子をಋ入
して万能ੑのࡉװ๔へม͑た。いわ͹
発生の࣌間をרき໭したのだが、
シϟーϨ上のഓ養ࡉ๔ではなく、組৫
内へのಋ入で同͡ことがىこれ͹、組
৫の若ฦり、若齢Խが可能となるかも
しれない。そΜなνϟϨンジが؟組৫
でࢼみられた。山中の4Ҽ子のうち、؞
ԽリスΫのあるD-.yD以外の3Ҽ子を΢
イルスでマ΢スのٿ؟内へಋ入。する
と、ࢹ神経੾அ後の࣠ࡧ伸లがॿ長さ
れ、ࢹ力もճ෮した。組৫の老Խには
%NAのϝνルԽଅ進が関係するが、山
中の3Ҽ子のಋ入で໢ບ組৫のϝνルԽ
もݮগ。老齢ܕから若齢ܕにมԽした。
生体内でもエϐジΣωティッΫなリプ
ログラϛングが人ҝ的に可能となる、
そΜな期଴を๲らませる。ハーόード
大学のデービッド・シンΫϨアのラボ
からの݁果だ（Lu�:,�Ft�al.,�┒┥┸┹┶┩.�2020�
���:�124ô129）。� （森）

　国಺֎の長寿科学研究ʹ関すΔ৽͍͠研究発表Λ঺հ͠·すɻࠓճの৘ใ͸、 
౦ژ大学大学Ӄҩ学ܥ研究科ڭत　ؠ௶Җ、෱Ԭ国際ҩྍ෱ࢱ大学ҩྍ学෦ڭत 
৿๬、国ཱো֐者ϦϋϏϦテーγϣンηンλー研究所෱ࢱ機ث開発෦長　Ҫ্߶伸、
国際ҩྍ෱ࢱ大学ҩ学෦౶೘ප・୅ँ・಺෼ൻ಺科学ओ೚ڭत　஛ຊູ、౦ژ౎健
康長寿ҩྍηンλー研究所෱ࢱͱੜ׆έア研究νーム研究෦長　ੴ࡚ୡ࿠の֤ઌੜ
͔Βఏ͍ڙた͖ͩ·͠たɻ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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歳

ൺཹؒᒇࢠʢͻΔ· ͍͑͜ʣ

ʪ130'*-&ʫ

　��23年��月�೔、౦ژੜ·Εɻ����年౦ࢠঁژༀ学ઐ໳学
Ͱ͋Δ෕͕��23年ʹ大௩ࢣࡎༀ科大学ʣଔ業ɻༀ࣏໌・ʢ現ߍ
ʹ૑業͠たώϧϚༀہの2୅໨ͱͯ͠ಇ͖࢝ΊΔɻ����年の౦
ࣗ、大ۭऻの2೔લʹ長໺ʹૄ開͠た͕ژ ୐݉ༀہ͸মࣦɻ൘ڮ
۠ͰༀہΛ࠶開͠、ༀྺࢣࡎ��年ʹ及Ϳɻࡀ��のͱ͖Ϊネεه
࿥ʮྸߴ࠷の現໾ༀ5 ࢣࡎIF 0MEFTU QSBDUJTJOH QIBSNBDJTUʯʹ
ೝఆɻ現在、ଙͰༀࢣࡎの康ೋ࿠͞Μͱͱ΋ʹༀہΛܦӦͯ͠
͍Δɻ2�2�年��月ʹॳΊͯのஶॻh ͸͘すりᴷ΍ؒ࣌͘͞͠
ͳΕΔॲํᝦᴷʢɦαンϚーΫग़൛ʣΛग़൛͠たɻ

ギネス認定・世界最高齢の現役薬剤師

ൺཹؒᒇ͞ࢠΜ

�� 　ༀࡎ師になって76年。東京・൘橋۠小
ㆀ ㆚ ㆕ ㇏

౾୔のༀہ
に出て、月༵から౔༵日のே8࣌൒から໷7࣌ա͗ま
でۈめる。「あっという間ですよ。本当に」と、97年
の人生を振りฦってしみ͡みとޠった。
　とこΖが2020年7月に自୐のݰ関で଍を׈らせてస
౗して଍を骨折して3か月間入院した。ݱ在はि2ճ
のリハビリとマッサージでঃʑにճ෮してきて、今年
にはϐッΫアップา行ثでาけるようになる見込みだ。
　「早く࢓事をしたい。ױ者さΜも଴っているし」と
望に目をًかせた。「いつまでも社会とつながり続ر
けることが元ؾのൿ݃です。いきいきと元ؾで長生き
するためにඞ要なのは、νϟϨンジし続けることかも
しれませΜ」

　෕਌もༀࡎ師で、ᒇ子さΜが生まれた1923年に東
京・大௩にༀہを։業した。ᒇ子さΜは4人࢞ຓの長
女として生まれ、東京女子ༀ学ઐ門学ݱ）ߍ・明࣏
ༀ科大学）を1944年にଔ業。੡ༀ会社にब৬した後、
同͡ༀࡎ師の男ੑと݁ࠗした。しかし、夫は間もなく
ঌूされて๺ւಓ・ࠜࣨの部ୂに഑ଐされた。
　ଠ平༸戦૪がだΜだΜݫしさを増してきて、アϝリ
Χの戦略രܸ機#29がఁ࡯にԿ度も東京にདྷたため、
෕の実家がある長野県上田市にૄ։を決めた。1945
年4月13日の東京大ۭऻの2日前のことだ。

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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　「13日のਂ໷、੕が見͑ないくらい明るくなった上
田の໷ۭに、東のۭが赤くޫっていました。それが東
京のۭऻのޫだったことをあとで知りました」。当࣌
の体ݧをࡢ日のことのように઱明に֮͑ている。
　「戦૪はාいです。食΂るものがなくて、鳥のӤの
ようなものを食΂ていました。そΜなものでもこうやっ
て生きてこられました」

　幸い夫はࠜࣨにいたためແ事に෮員した。৭
㆗㆓㆟㇓

୮や
ଠ、千島ྻ島に送られた部ୂの多くのฌୂは໭るこא
とはなかったという。人もগない田ࣷでは、と෕਌は
ऴݴ࢝っていた。そこで1947年に東京に໭ってༀہ
を࢝めようとするが、大௩にあったళと自୐は੻ܗも
なく೩͑てしまった。
　「東京はなΜにもなくなって地平ઢが見͑、遠くに
水平ઢも見͑ました。どこからࡐ木をूめたのか、ό
ラッΫの家がポνポνとありました」
෕਌と๛島۠๺஑ାで࢝めたのがݱ在あるώルマ

ༀہだ。夫も26年前に他ք。やがてༀࡎ師になった
ଉ子が2ళ目のༀہを小౾୔に։業したが、ա労がた
たってか೴Ҳ݂で౗れてしまった。20年前のことだ。
　せっかくଉ子がつくった2号ళをकΖうと、ᒇ子さ
Μは自୐から通った。そのళはݱ在、ༀࡎ師となった
おଙさΜの康二࿠さΜとᒇ子さΜで੾り੝りしている。
康二࿠さΜで実に4୅目のༀࡎ師となる。

　ᒇ子さΜが88ࡀのとき、康二࿠さΜがళのスタッ
フから「ੈք࠷高齢のༀࡎ師としてΪωスにొ࿥して
みたら」とݴわれ、調΂てみたらೆアフリΧ共和国に
。師が認定されていることがわかったࡎのༀࡀ92
すでに記࿥をこ͑ていた、ࡀづけ͹94ؾが経ち࣌　
ためొ࿥に動き出したが、ొ࿥費༻だけで100万円も
かかる。そこでΫラ΢ドフΝンディングで資金をืっ
たとこΖ、ʠᒇ子さΜフΝンʡからたちまち資金がूま
り、95ࡀと17日のときにΪωスੈք記࿥�「࠷高齢の
師　ThF�OlEFst�praDtisiOH�pharmaDist」にࡎ໾ༀݱ
認定された。
間はくすり࣌の2020年10月にॳめてのஶॻʰࡀ96　
ᴷやさしくなれるॲ方ᝦᴷʱをサンマーΫ出൛から出
൛した。本のଳには「h ごめΜなさいʱはいち早く。
ʰありがとうʱはԿ度でも」とある。
　ଙの康二࿠さΜとはよくݴい合いになることがある
という。そういうときは、す͙に「さっきはݴいա͗

ग़੐લの夫ͱᒇ͞ࢠΜʢຊ人ఏڙʣ

๛島۠๺஑ାのώϧϚༀہຊళ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！

https://www.tyojyu.or.jp/index.html


31Aging&Health 2021/4

いつも元気いまも現役インタビュー

てごめΜなさい」と謝るそうだ。
　本のタイトルの「࣌間はくすり」の意ຯをฉくと、
ᒇ子さΜは「࣌間は人をڧくし、やわらかくし、ឺを
ਂくします。࣌間は人の心をいつしか༊します。࣌間
は人生のʰくすりʱのようなଘ在です」という。さら
に「くすりも大事だけれど、ױ者さΜとの会࿩がもっ
と大事です。だからつい長࿩になってしまいます。ױ
者さΜの今日の状態に、きちΜと意ࣝを向けることが
大੾です。人生はաڈを見るでもなく、ະདྷを見るの
でもなく、目の前のことにどれだけਅ݋に取り組める
かです」

　「病にۤしΉ人はʰ自分の໋の意ຯはʁʱh 一体Կの
ために生まれてきたのだΖうかʁʱと、いΖいΖ͑ߟ
てしまう方がいます。そのようなときにʰ生きる意ຯ

ᒇ͞ࢠΜ͕ࡀ��のͱ͖ੈքྸߴ࠷の現໾ༀࢣࡎͱͯ͠Ϊネεʹೝఆ͞Εたɻͦ ΕΛॕͬͯ大੎のʠᒇ͞ࢠΜϑΝンʡ͕ 集·ͬた
ʢຊ人ఏڙʣ

2�2�年��月、ॳΊͯのஶॻh ͸͘すりᴷؒ࣌
΍͘͞͠ͳΕΔॲํᝦᴷʢɦαンϚーΫग़൛ʣΛ
ग़൛

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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ւとനい家がҹ象的でした。中国の万ཬの長৓もよく
ͧ଄ったとڻきます」と࿩す。Ԣ੝なح޷心は健在だ。
のଔ寿のお祝いに、サࡀのถ寿のお祝い、90ࡀ88　
プライζ޷きの公子さΜの計らいで、ᒇ子さΜには内
ॹで全国から਌ੰをूめてڻかせたという。
　5年前には康二࿠さΜからスマホでL*NEを教わっ
て࢝めた。大੎のお༑達のとのやり取りはL*NEでし
ている。;oomでの打ち合わせもこなす。
　「自分でやれることは自分でやるという意ࣝを࣋つ
ことが、よりよい老後のൿ݃です。
　人はԿࡀからでも৽しい経ݧができる。Կࡀからで
も成長できる。そΜなੈの中になってきたとࢥいます。
わないようにしてい࢖葉はݴはʰർれたʱというࢲ　
ます。なͥならそれをݴうと本当にർれてしまうから」
　元ؾに৬場෮ؼする日が଴ち遠しい。

� ˔ࣸਅʗ୮Ӌ་　˔จʗฤू෦

を͑ߟなくてもいい。生まれてきただけでଚいので
すʱとݴいます。
　ༀہにདྷるױ者さΜにもʰ生きているのがつらいʱ
という方もいます。長く生きてきた者として఻͑られ
るのは、h 自分の生きる意ຯやՁ஋についてਂࠁにߟ
͑なくてもいいのよʱということです。そしてॿけを
。めてほしいのですٻ
　つらさ、ۤしみにॿけの手をࠩし伸΂てくれる人は
ඞずいるからです」
　まさにༀہのༀࡎ師というだけでなくΧ΢ンセラー
のような໾ׂも果たしている。それで࿩が長くなって
しまうのだΖう。
　「まずは自分をڐしてあげて、自分が自分のຯ方に
なってあげることです」というݴ葉はڧいϝッセージ
として఻わってくる。

　ᒇ子さΜはݱ在、๺஑ାのༀہ本ళの上にある自
୐でଉ子さΜ、ଉ子のおՇさΜでༀࡎ師の公

ㆌㆿ

子
㆓

さΜ
の3人ॅまい。ேは6࣌ա͗に目を֮まし、଍を௧め
る前までは小౾୔の支ళༀہに8࣌൒に出ۈして7࣌
ա͗までいた。
　公子さΜとおいしいళに食΂に行くのがԿよりのָ
しみ。お೑も大޷きという。
　ཱྀ行も大޷きで、「Ϥーロッύはだいたいճりまし
た。特にΪリシϟのエーήւにあるϛίϊス島の੨い

తʹऔりೖΕΔۃΊたɻ৽͍͜͠ͱ͸ੵ࢝Β-*/&Λ͔ࡀ�2

ࡎΜɻ3人ͱ΋ༀ͞ࢠΜʢ左ʣͱଙの康ೋ࿠͞Μʢதԝʣͱᒇ͞ࢠެ
ͩࢣ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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街に関わりながら暮らす「書生生活」

　「ॻ生、ืू中ʂ」「֗を活ੑԽさせる地Ҭ活動に参加し
て、月3.8万円の家௞で本3ڷஸ目ަࠩ఺ۙくに฻らしたい
学生をืूしますʂʂ」
　NPO法人֗

ㆾㆣㆡ㇓㆏

iOH本ڷの΢Σϒサイトの「ॻ生生活」の
ページにこうॻかれている。「ॻ生」とは、かつて学生֗
に多くଘ在した、਌ੰや知人୐にॅみ込みで手఻いをしな
がらษ学にྭΉ地方出身の学生のこと。
　֗iOH本ڷがӡӦする「ॻ生生活」は、築

ㆡㆎ

古
ㆵ㇋

でۭき部屋
となっているアύートを、֗の活動に参加してもらうこと
を৚݅に、҆い家௞で学生にିし出すプロジΣΫト。ʠ਌
ੰ・知人୐のॻ生ʡではなく、ʠ本ڷの֗のॻ生ʡとなり、
「֗に関わりながら฻らす」がίンセプトだ。
　จ京۠本ڷは、ඉ口一葉、ٶ୔࣏ݡ、ੴ川୏木など、数
多くのจ人たちが฻らしたྺ史ある֗。東京大学など多く
の大学があり、本ڷք۾は若者であ;れる人ؾの֗である。
そのため家௞相場は高く、ϫンルームマンションの家௞が
10万円という物݅もある中、ෑ金・ྱ金・஥հ手数料θロ
で家௞月3.8万円、別్共益費月5,000円はฒ外れて҆い（家
௞3万円の部屋もある）。
　「h 大学のۙくにॅみたい学生ʱとʰ築古でۭき家となっ
ている物݅を๊͑る大家ʱとʰ୲い手不଍の֗ʱのࡾ者を
΢ィン΢ィンの関係にするのがॻ生生活です」と࿩すのは、
֗iOH本ڷの୅表理事の長୩川大

ㆠㆂ

さΜ（54）（ࣸਅ�）。長୩

川さΜは本3ڷஸ目にある大ਖ਼຤期૑業の઱ڕళ「ڕよし」
のࡾ୅目ళओで、生ਮの本ڷっ子である。
　NPO法人֗iOH本ڷは2010年12月、֗・人・学ߍ・঎ళ
をつなげる組৫として設立された。「マッνング」という
名の通り、「つなげる」をΩーϫードに、本ڷの֗の活ੑ
Խや地Ҭ՝題のղ決に向けて取り組みを進めている。

見えない境を越えて
“つなげる組織”の誕生

　「どこの地Ҭも同͡ですが、֗のしくみの中で�ʠつながら
ないʡという՝題があります。֗には自࣏会、঎ళ֗、ফ
๷団などいΖいΖな組৫があって、ෳࡶにབྷみ合ってܗ成
されています。֗にはʠ見͑ないڥʡがあり、ಓ࿏をִて

第 77 回
ϧϙ

“つなげる組織”が街の活性化へ挑戦

౦ژ౎จ۠ژຊ10/　ڷ法ਓ ֗
ㆾㆣㆡ㇓㆏

JOHຊڷ

֗JOHຊڷのϛッγϣン͸ʮΈΜͳʢ֗・人ʣͭ ͳ͍Ͱ、সإʹすΔʯ

ࣸਅ�ɿ֗JOHຊڷの୅表理事Ͱ、大ਖ਼຤ظ૑業の઱ڕళʮڕよ
͠ʯࡾ୅໨ళओの長୩઒大͞Μ

ϧϙ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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Ҭの美Խ活動、地Ҭ࠵事・イϕントでの協力、঎ళ֗活ੑ
Խの支援、学生による小学生向けՆٳみセϛφー、多ੈ୅
ަྲྀ会の։࠵（ࣸਅ�）、「ॻ生生活」や「ͻとつ屋ࠜの下
プロジΣΫト」（後ड़）など多ذにわたる。
。在は、「ॻ生生活」に஫力し活動を進めているというݱ　
この活動は地Ҭ՝題のղ決に多くの要ૉと可能ੑをൿめて
いるからだ。গ子高齢Խや୅ସわりが進Ή中、֗に関わる
人、特に若いੈ୅を増やすことが֗の活ੑԽの要となる。

人と交わらない暮らしに
辟
へき

易
えき

する学生が増えている

　֗の活動に参加することを৚݅に、学生に҆い家௞でア
ύートをିし出す「ॻ生生活」は、֗iOH本ڷ設立௚後の
2011年4月から࢝まった。ݱ在、Ք働中の部屋は9ࣨで、そ
のうちアύートを一ׅして法人がआり上げしているのは2
౩（ࣸਅ�）。いずれも東京ϝトロ「本ࡾڷஸ目」Ӻからె
า5分以内という޷立地で、東京ྠޒ（1964年）より前に
てられたϨトロな木଄アύート。ϛχΩッνン付きの4ݐ
৞൒のࣨݸ、ચ୕機・シϟϫー・トイϨは共༻、8i-Fi׬
උの൒シΣアハ΢スのようなܗだ。
　築古アύートは相続やݐてସ͑の問題があり、ۭき部屋
のまま大家がିし出さないことが多い。それを֗iOH本ڷ
のようなίーディωート組৫が一ׅしてआり上げることに
よって௞ିܖ໿につながる。このίーディωート໾は୭に
でも務まるわけではない。NPO法人を長年ӡӦしてきた実
੷と、理事たちの老ฮ঎ళओとしての信༻力があるからこ
そである。
　ॻ生の入ډの際、長୩川さΜが面઀をしてίンセプトを
しっかり఻͑るそうだ。「ʠ֗に関わりながら฻らすʡが

て向こうଆとこちらଆでは、自࣏会・঎ళ֗がҧっていて、
そのڥをӽ͑て活動することはできませΜ。そういう֗の
見͑ないڥを৐りӽ͑てʠつなげる組৫ʡがあれ͹、活ؾ
ある֗づくりができるのではないかと͑ߟたのです」と長
୩川さΜはݴう。
　֗iOH本ڷは2010年設立だが、その2年ほど前から४උを
し、自࣏会・঎ళ֗にNPO法人設立のझࢫをઆ明してճっ
た。そこには、֗の୲い手の高齢Խ、୲い手となる若いੈ
୅の不଍、そして、৽たに֗に参加したい人がいても݁び
つかないݱ実があった。「長年、本ڷの֗を見ていて、こ
のઌ10年後には機能しなくなる֗の࢟がありました。それ
で10年後、20年後のະདྷを見ਾ͑てこの組৫をつくΖうと
。を振りฦる࣌ったのです」と当ࢥ
　୅表理事の長୩川さΜのほかに2人の理事がいて、副୅
表理事の܀田༸さΜ（和՛子ళ「喜久月」経Ӧ、70୅）川
ຢ༃ଇさΜ（ༀہ「ෙཀಊ」経Ӧ、60୅）。それͧれマッ
νングの得意分野があり、๷災関係や小学ߍPTA関係なら
田さΜ、医療福祉関係なら川ຢさΜ、全体の調੔໾は長܀
୩川さΜといった۩合。3名は別の自࣏会の໾員で、理事
の中でも見͑ないڥをӽ͑ている。
　「֗iOH本ڷは、֗のطଘの組৫を൱定するものでも୅ସ
するものでもない。す΂ての組৫を下から࣋ち上げてޮ果
的につなげて、֗を活ੑԽする組৫」と長୩川さΜはڧ調
する。「֗にはいΖΜな元ૉがあって、水ૉの能力を࣋っ
ている人、酸ૉやϨアϝタルもある。それを༥合させて݁
合させるύϨットのような場所が֗iOH本ڷです。ࢲらは
৮ഔの໾ׂ。マッνングでうまくԽ学൓Ԡをىこすように
活動をしています」（ਤ）。
　֗iOH本ڷのओな活動は、ങい物ऑ者への୐഑事業、地

ਤɿ֗JOHຊڷの׆ಈΠϝージ

ࣸਅ�ɿଟੈ୅ަྲྀ会ɻ͜ のަྲྀ会Λͯܦ、γχアͱ大学ੜ͕一
ॹʹॅΉʮͻͱͭ԰ࠜのԼプϩジΣΫトʯʹ 発లすΔ͜ͱ΋͋Δ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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取り組みである。プロジΣΫト։࢝以དྷ、8݅のケースが
実ݱし、2021年1月ݱ在は1組が共に฻らしている。
　「ॻ生生活」と「ͻとつ屋ࠜの下プロジΣΫト」の学生、
いわΏるʠ本ڷの֗のॻ生ʡは、֗のࡇ事に参加したり、
঎ళ֗のイϕントに協力したり、それͧれの得意分野を֗
にؐ元する取り組みとして୎ٿ教ࣨや఩学ΧフΣ、フラン
スޠ教ࣨなどを։いたり、֗に༹け込みながら฻らしてい
る（ࣸਅ�）。
　その他、ॻ生は2か月に1ճ、「ॻ生ؓ࿩」という広報誌
の発行も୲当している。ຖճ300字の原ߘをࣥචすること
によって、常にアンテφをுりながら֗をาき、֗づくり
のؾづきを得てもらうのがૂいだそうだ。
　「ॻ生生活」のアύートにॅΜで3年になる荒川ཾ平さΜ
（ࣸਅ�）は、「地方から東京に出てきたら、大学と家とア
ルόイトのԟ෮だけになりがちですが、ここでは঎ళ֗の
おࡇりに参加したり、神社でお神༫を୲いだり、֗に関わ
りながら฻らしている実感があります」と࿩す。大学4年
生（2021年1月ݱ在）の荒川さΜは、春にはब৬と同࣌に
ॻ生をଔ業してアύートを出る。

Ωϟッνίϐーである以上、֗に関わることができる人に
入ډしてもらいたい。�ʠ֗に関わることが喜びʡという人
でないとこの活動に入ってはいけない。おࡇりでお神

ㆿ㆓㆗

༫を
୲いだり、イϕントを手఻ったり、子どもたちと関わりを
ったり、そういうことがセットになっているॅまいだと࣋
「う人に入ってほしいࢥ
　ืूをしなくとも、΢Σϒサイトや口ίϛで入رډ望者
があり、ほ΅ຬࣨだという。「ίロφՒでは特にその܏向
がڧくて、部屋がۭいたॠ間に入ډが決まるほどです。ί
ロφのӨڹで地方からオンラインで大学の授業を受けてい
たが、この春からは東京に出てきたいという学生。また、
地方から東京に移りॅΜで1ʙ 2年の学生が多いです。み
な人とަわらない฻らしに᫣қしていて、人と関わること
ができるॻ生生活のアύートに฻らしたいとݴいます」

“本郷の街の書生”の地域での活動

　本ڷの֗には、「ॻ生生活」の学生のほかにも֗に関わ
りながら฻らす学生がいる。2014年から࢝まった「ͻとつ
屋ࠜの下プロジΣΫト」の学生である。いわΏるʠҟੈ୅
ホームシΣアʡとݺ͹れ、ͻとり฻らしのシχアと大学生
がͻとつ屋ࠜの下に฻らす、৽しい共生のܗだ。シχアと
大学生はそれͧれの生活を送りつつ、࣌には共通の࣌間を
つ。ྫ͑͹、༦食や団らΜを共にしたり、地Ҭの活動に࣋
一ॹに参加したりする（ࣸਅ�）。
　このプロジΣΫトも֗iOH本ڷのʠつなげるʡ活動のͻと
つ。「大学のۙくにॅみたい学生」と「見कりがඞ要なͻ
とり฻らしのシχア」と「୲い手不଍の֗」のࡾ方よしの ࣸਅ�ɿϑϥンε人ཹ学ੜのϑϥンεࣨڭޠ͸大੝گ

ࣸਅ�ɿͻͱͭ԰ࠜのԼʹॅΉγχアͱ大学ੜɻγχア͕͍ܰ೴
೉ΛಀΕたέーε΋͋ͬた、͠ݟΛ発঱͠たͱ͜ΖΛ学ੜ͕発࠹ߎ

ࣸਅ�ɿʮॻੜੜ׆ʯのアύート、ʮਅ
㆗㇓

ޫ
㆓ㆄ

૳ʯʢ左ʣͱʮΈのΔ૳ʯ
ʢӈʣɻͱ΋ʹங��年Ҏ্のϨトϩͳ໦଄アύート

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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　֗iOH本ڷは「認定NPO法人」への移行をめざし、ݱ在
申੥中である。「NPO法人」と「認定NPO法人」のҧいは、
寄付に関する税੍である。認定NPO法人に寄付した場合、
税額控除や所得控除といった税੍上の優۰が受けられ、一
方、NPO法人の場合はそれが大幅にগない。寄付控除組
৫となることによって、ا業からの寄付が期଴できるほか、
遺贈も可能となるため、ྫ͑͹、ॻ生生活に不動産を遺贈
すると相続税対ࡦになり、寄付者には「控除」というܗで
おฦしができるようになる。
　認定NPO法人移行後の構想が಄いっͺいにあると長୩川
さΜはݴう。「࣋続可能な֗にしていくためには、୲い手
を育てること。今はNPOを通して、ॻ生が֗づくりに参加
して、֗の活ੑԽにつながっていますが、その人たちが今
後は本ڷに໭ってきて୲い手になってくれることをເ見な
がら活動をしています。঎ళ֗の事業ܧঝの఺では、୲い
手不଍でۭきళฮが増͑るのをなΜとか食いࢭめたい。認
定NPO法人に移行し、資金面が充実すれ͹、学生がこの֗
でى業や事業ܧঝするときのサポートもできるのではない
かと͑ߟています」
　઱ڕళ「ڕよし」ࡾ୅目としてళを੾り੝りしながら、
֗iOH本ڷの୅表理事として2つのݞॻを࣋ち、๩しくඈび
ճるຖ日。ۙ࠷は֗づくりに関するߨԋ会のґཔも増͑て
いる。ళのนには、֗iOH本ڷと઱ڕళ、そして自身のス
ケジϡールをॻいた3つのΧϨンμーがかかっていた。「3
つでは଍りないので、もう1つΧϨンμーを増やす༧定で
す。ӭ͗をࢭめられないマグロみたいだとよくݴわれます
よ」と長୩川さΜはসإを見せる。
　ʠつなげる組৫ʡ、֗iOH本ڷの֗の活ੑԽへの௅戦はこ
れからも続く。

⁃�ฤू部

　「ॻ生生活の活動はब৬活動にもプラスのޮ果をもたら
すことがわかりました」と長୩川さΜ。ब৬活動の面઀の
際、ॻ生は֗の活動についてಊʑと࿩をするそうだ。֗の
活動にਊの部分から関わっているからこそ、本人のओ体ੑ
を的֬にアϐールできるのだΖう。

「本郷百貨店」の商品は“人”

　঎ళ֗振興Ωϟンペーン事業として、「本ڷඦ՟ళ」と
いう取り組みがある。঎ళओにয఺を当て、঎いへの想い
やళのྺ史などを࡭子や΢Σϒサイトで঺հするもの。本
、の事業は「ඦ՟ళڷ本」。の5つの঎ళ֗が参加しているڷ
フリーペーύーや֤छグッζ、関連イϕントなど、一連の
取り組みのデβインや࢟੎がධՁされ、2015年度グッドデ
βイン賞を受賞している。
　「本ڷでは֗づくりの多くを঎ళओが୲っているので、
঎ళがดまってしまうと֗の活動が立ちいかなくなりま
す。だからこそ、঎ళ֗を活ؾづけるا画がඞ要でした。
それが࠷ऴ的に֗をकり、֗のັ力のఈ上げにつながるか
らです。h 本ڷඦ՟ళʱの঎品はあくまでʠ人ʡです。人
にয఺を当てることによって、こΜなళओのおళでങいた
いとࢥう人をݺびىこしています」
　ళओへ取ࡐの際には、ॻ生がインタビϡアーとして関
わっている。ຖ年ळに։࠵される「本ڷඦ՟ళࡇり」でも
ॻ生たちがࡇりのӡӦの下支͑をしている（ࣸਅ�）。

認定NPO法人移行で
街づくりの構想がさらに広がる

　NPO法人֗iOH本ڷは、2020年12月で設立10प年をܴ͑
た。ӡӦにあたり、目下の՝題はऩ入源の֬保だという。

ࣸਅ�ɿʮॻੜੜ׆ʯ3年ʹͳΔߥ઒ཾฏ͞Μʢ左ʣɻ長୩઒͞Μ
ͱ֗の׆ಈの࿩Ͱ੝り্͕Δ

ࣸਅ�ɿ2�2�年��月開催のʮຊڷඦ՟ళࡇりʯɻॻੜたͪ͸঎
ళ֗の一員ͱͳͬͯࡇりΛԼ支͑すΔ

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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淀川キリスト教病院名誉ホスピス長　柏木哲夫

ホスピスという場で約2,500名の患者さんを看取った。重
い仕事である。同時に学ぶことの多い仕事でもある。看取
りという仕事を通して学んだ最も大きいことは「人は生き
てきたように死んでいく」ということである。
　しっかりと生きてきた人はしっかりと死んでいく。周り
に感謝して生きてきた人は家族やわれわれスタッフに感謝
しながら死んでいく。不平を言いながら生きてきた人は不
平を言いながら死んでいく。生き様が死に様に反映するの
である。「良き死」を死すためには、「良き生」を生きねば
ならないと思う。
　多くの看取りの中から特に印象に残っている患者さんに
ついて記したいと思う。

死んでも死にきれません
　Jさん（47歳、男性）は、腎がんの末期状態でホスピスへ
入院してきた。家族と主治医の勧めでホスピスへ入院と
なった。Jさんは病状をすべて、よく理解していたが、死
が近いことは認めたくないという様子であった。Jさんは
3人兄弟の長男で、父親は会社の社長で、経済的にも恵ま
れた家庭に育ち、学校の成績もよく、一流大学の経済学部
を卒業し、父親の会社に就職した。その後、結婚し、2人
の息子さん（大学生と高校生）がいる。もうすぐ父親の後を
継ぎ、社長になる直前の発病であった。
　入院時、全身倦怠感が強かったが、ステロイドの投与で、
それがやや改善したとき、Jさんはもう一度化学療法に挑
戦したいと強く望んだ。泌尿器科医に診察してもらったが、
化学療法はしないほうがよいとの意見であった。われわれ

死んでも死にきれません

もそう思い、Jさんに伝えたが、どうしても挑戦したいと
の意志が強く、Jさんの希望を尊重して、抗がん剤の点滴
を1クール実施したが、効果はなかった。
　死を否認するJさんの気持ちに寄り添いながら、死の受
容への援助ができればと、スタッフは何度も話し合いを重
ねた。「死にたくない」というJさんの思いが、「死んでも死
にきれない」という否認の心の源泉になっているようだっ
た。われわれスタッフは話し合いを重ね、Jさんの否認を
見守っていくことにした。
　Jさんはある日の回診のとき、私に、「先生、こんなに若
くて、こんな状態で、死んでも死にきれません。2人の子
どももまだ学生ですし、仕事のうえでもやり残したことが
山ほどあります」と言った。「死んでも死にきれない」とい
う表現は、Jさんの気持ちを見事に表現していると私は思っ
た。
　化学療法が効かなかったJさんは、民間療法を試したい
と言い、「鮫の軟骨」を飲みだした。残念ながら効果はな
かった。Jさんは最期まで死を否認しながら旅立った。

もう、あきらめています
　Wさんは50歳の男性。口数の少ない、おとなしい感じの
患者だった。かなり進行した肝がんが発見され、肝動注を
受けたが効果なく、末期の状態でホスピスへ入院した。病
院嫌いで、自宅でがんばっていたが、痛みが強くなり、仕
方なく入院したという感じであった。モルヒネの投与で痛
みは落ち着いたが、黄疸が出て、急速に衰弱が進んだ。
　3人兄弟の長男として生まれたWさんの人生は、苦労の

もう、あきらめています

人は生きてきたように死んでいく第1回
新連載

エッセイ
連　載

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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連続であった。小さな町工場で働いていた父親の稼ぎは少
なく、Wさんは高校進学をあきらめて、中学校を卒業して
すぐに父親と同じ町工場で働き出した。20歳のとき、父親
が脳出血で急死した。Wさんの少ない給料と母親のパート
代が一家をやっと支えた。同じ工場で働いていた事務員の
女性と職場結婚をし、2人の女の子があった。下の子は発
達障害だった。
　ある日の回診のとき、「いかがですか？」との私の問いか
けに、Wさんはややさびしそうに、「もう、あきらめてい
ます」と言った。それから1週間後に、実に静かに旅立った。

あきらめの死
　Wさんは、あきらめて死を迎えた。「あきらめる」という
言葉からはなんとなく、ネガティブな心の動きを感じがち
だが、私はWさんが「もう、あきらめています」と言ったと
き、むしろ「さわやかさ」を感じた。
　「あきらめる」の語源は「明らかに極める」で、真実を極
めて明らかにすることである。すなわち、やるだけやった
がダメだったのでしょうがないということなのである。
「真実を明らかにしたら、執着心は薄れる」ということであ
る。

小さな死と本当の死
　人生には、多くの喪失体験が存在する。恋を失ったり
（失恋）、職を失ったり（失職）、家族を失ったり（死別）する。
自分の死を本当の死、大きな死とすれば、これらの喪失体
験は「小さな死」と呼べるかもしれない。
　「小さな死」の解釈をもう少し広げると、手に入れたいも
のが手に入らなかったことも、「小さな死」と呼べるであろ
う。たとえば、「行きたい学校に行けなかった」、「儲けた
いお金を儲けることができなかった」、「つきたい職業につ
けなかった」、「つきたい地位につけなかった」などという
ことは「小さな喪失」であり、「小さな死」であると考えら
れる。その「小さな死」を体験し、いくつも乗り越えながら、
やがて自分の「本当の死」を迎える。
　私は以前、「庶民の死」という文章を書いたことがある。
「庶民の死」というのは、「あきらめの死」である。庶民とは、
今まで「小さな死」という体験をうまく乗り越えてきた人た
ちである。行きたい学校に行けず、つきたい仕事につけな
かった人々である。そのため、本当に大変な「自分の死」
を迎えるときになっても、「喪失体験をうまく乗り越える」

あきらめの死

小さな死と本当の死

練習が積まれているので比較的上手に亡くなることができ
るのである。
　Wさんは、まさに、「庶民の死」、「あきらめの死」を遂げ
た人であった。多くの喪失を体験し、小さな死を乗り越え、
大きな死を明らかに極めて亡くなった。

否認の死
　「小さな死」を体験せず、「初めての喪失経験が自分の死」
であるという人は、本当に大変である。
　たとえば、入りたい大学に入り、つきたい職業につき、
儲けたいお金を儲け、つきたい地位につくことができ、と
いうように、いわゆるエリートとして生き、「小さな死であ
る喪失経験」をほとんど体験せずにきた人もいる。そのよ
うな人が、初めて経験する病気が「死に至る病気」だった、
という場合はとても大変である。喪失経験の練習をまった
く積まないままに「死」というものを迎えるからである。な
かなか「死」を受け入れることができず、死を否認したま
ま亡くなるということになる。
　前述のJさんはその例である。行きたい大学に行き、つ
きたい仕事につき、結婚したい相手と結婚し、ほしかった
子どもが与えられ……と、「小さな死」を体験しない人生の
途中で、死に至る病に罹患したのである。
　いわば、小さな死を乗り越えるという練習を全然せずに、
直接大きな死に直面しなければならなかったわけである。
Jさんは死を否認せざるを得なかったのであろう。

否認の死

淀川キリスト教病院名誉ホスピス
長、大阪大学名誉教授。1939年生
まれ。1965 年大阪大学医学部卒業。
同大学精神神経科に勤務後、ワシン
トン大学に留学。1972 年帰国後、
淀川キリスト教病院に精神神経科を
開設。1984年淀川キリスト教病院
ホスピス長、1992年大阪大学人間
科学部教授、2004年金城学院大学
学長、2013年淀川キリスト教病院理事長を歴任。著書に『死
にゆく人々のケア―末期患者へのチームアプローチ』（医学書
院）、『死を看取る医学』（NHK出版）など多数。

柏木哲夫（かしわぎ てつお）（かしわぎ てつお）

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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腸内リボ核酸による
骨粗鬆症の病態修飾に関する研究

　この欄は、令和2年度の若手研究者表彰事業において「長寿科学賞」を受賞した研究者に執筆いただきまし
た。この賞は、長寿科学研究に携わった若手研究者の研究活動を幅広く支援することにより、若手研究者の
育成と長寿科学の振興を図ることを目的として、優れた研究成果をあげた研究者に対して贈呈するものです。
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研究にあたってのエピソード

　ペχシリンがༀہの戸୨に置かれるようになった 20 ੈ紀ॳ಄を医学のは͡まりとଊ͑るのが、今で
は常ࣝとなっている。医者が病ؾを「࣏す」ことができるようになったことはڻく΂きことであり、そ
のことに୭よりもڻいたのは医者たち自身であった。医学のは͡まりから 1ੈ紀たった今日の医療に目
をస͡てみると、加齢にىҼする骨粗鬆症、ศൿ、ഊ݂症といった「࣏らない」病ؾがほとΜどを઎め
るようになっており、ؾがつくと医学は;たたびແ力なଘ在にճؼしていた。
　本ߘで঺հする研究は、10 年以上にわたり老年内科学と分子老年学の୳ٻにᬏ進することで加齢のࠀ
෰に௅戦してきたච者の୧りついた、1つのささやかな౸達఺である。

ʲ略ྺʳ�2008 年ɿ慶ጯ義क़大学医学部ଔ業、東京医療センター医師、
2011 年ɿ日本学術振興会特別研究員%$1、2013 年ɿ大ࡕ大
学大学院医学ܥ研究科修ྃ（3年次早期修ྃ、医学博士）、日
本学術振興会特別研究員 P%、2014 年ɿ大ࡕ大学໔Ӹ学フロ
ンティア研究センターॿ教、2019 年よりݱ৬

ʲઐ門分野ʳ老年内科学、感֮໔Ӹ学

丸
ㆾ㇋

山
㇄ㆾ

健
㆐㇓

太
㆟

ࣗવ科学研究機ߏੜ理学研究所
ಛผྗڠ研究員

研究の主な内容

๔ࡉ、や組৫がѹ力を感知してԠ౴するためにはثଁ　
に加わる機ցܹࢗを生物学的シグφルにม׵するための
受容体がඞ要と͑ߟられるが、その実体は不明であった。
とこΖがۙ࠷になってPiF[oフΝϛリーとݺ͹れるΧν
オンνϟルがບのு力มԽにԠ͡て$aをಁաさせること
で当֘機構を୲っていることが報ࠂされ、ѹ受容の分子
機構がٸ଎に明らかとなりつつある1）。
　PiF[oフΝϛリーにはPiF[o1とPiF[o2がଘ在し、前者は
݂ྲྀセンサーとして݂؅内ൽ・リンύ内ൽのద੾な഑向
や݂ѹの感知に関わること、後者は௧֮神経における
ѹ・機ցܹࢗ感知を୲うセンサーであることが報ࠂされ
ている2）。�
　PiF[oフΝϛリーの発見は、われわれの機ցܹࢗに対
する௧みの理ղを大きく֦ுする原動力となっているが、
このイオンνϟωルがԌ症やᦥ

㆜㇓

動
ㆩㆄ

ӡ動、骨୅謝などと
いった全身の生理機能においていかなる໾ׂを果たして

いるのかは不明であった。
　われわれは、腸؅上ൽに発ݱするPiF[o1が腸内ەࡉ由
དྷのRNAを認ࣝすることでセロトχンの産生を༠ಋし、
骨と腸の߃常ੑをμイφϛッΫに੍御している一面をඳ
ࣸすることに成ޭした3）。

研究により明らかになったこと

　われわれは、PiF[o1が腸؅上ൽと骨୅謝ࡉ๔で発ݱし
ていることを見出した。そこで、腸と骨におけるPiF[o1が
果たす໾ׂを明らかにするため、腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1
ܽ損マ΢ス（7illiO�$rF⓱└┭┩┾┳⓵ⓤ┪┰┳┼⓳┪┰┳┼）、ഁ骨ࡉ๔特ҟ的
PiF[o1ܽ損マ΢ス（Lys.�$rF⓱└┭┩┾┳⓵ⓤ┪┰┳┼⓳┪┰┳┼）、ならびに骨
ժࡉ๔特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢ス（$ol1a1�$rF⓱└┭┩┾┳⓵ⓤ┪┰┳┼⓳┪┰┳┼）
を࡞成し、これらマ΢スの表ܕݱղੳを行った。
　その݁果、ഁ骨ࡉ๔特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スと骨ժࡉ
๔特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スの骨ྔはਖ਼常である一方、腸
؅上ൽ特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スの骨ྔはݦஶに上ঢして
いることがわかった（ਤ�）。

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
財団ホームページはこちらから！
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が明らかとなった。
　PiF[o1が腸ᦥ動による機ցܹࢗにԠ͡てセロトχンを
༠ಋしているのかどうかを検ূするため、4TREX�
systFmを༻いて腸؅上ൽに伸లऩॖܹࢗを加͑たとこΖ、
༧想に൓して、野生ܕならびにPiF[o1をܽ損する腸؅上
ൽで同ఔ度のセロトχンの産生ဏ進が࡯؍された。それ
Ώ͑、腸؅上ൽのPiF[o1は機ցܹࢗにԠ͡て活ੑԽして
いるわけではないことが推ଌされた。
　次に、腸؅上ൽのPiF[o1が腸内ەࡉґଘ的にセロトχ
ンを産生しているかどうかを明らかにするため、߅生物
࣭ΧΫテルをマ΢スに౤与することで腸内ەࡉをܹݮさ
せたとこΖ、野生ܕマ΢スでは腸؅上ൽのセロトχン産
生が཈੍されて骨ྔの上ঢがみられた一方、腸؅上ൽ特
ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スでは当֘ݱ象が࡯؍されなかった。
　これらの݁果は、ฅศに含まれるԿらかの腸内ەࡉ由
དྷの分子がPiF[o1のリΨンドとなっている可能ੑをࣔࠦ
する。実際、ฅศ༹ղ上清をPiF[o1を発ݱさせたࡉ๔に
;りかけると$aԠ౴が࡯؍されたことから、当֘Ծઆの
֖然ੑは高いものと͑ߟられた。
　そこでฅศ༹ղ上清をタンύΫ࣭分画・%NA分画・
RNA分画の3つに分けて$aイϝージングを実施したとこ
Ζ、RNA分画でのみ$aԠ౴が࡯؍され、RNAがPiF[o1
を活ੑԽしうることが明らかとなった。
　また、ฅศ༹ղ上清を一本࠯RNAを分ղするRNasFA
でॲ理すると、ฅศ༹ղ上清のPiF[o1の活ੑԽ能がফࣦ
したことから、一本࠯RNAがPiF[o1のリΨンドとなって

　骨ܗ態計ଌを実施したとこΖ、腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1
ܽ損マ΢スの骨では骨ժࡉ๔による骨ܗ成がဏ進してお
り、これが骨ྔ増加の原Ҽと͑ߟられた。ۙ赤外ޫܬプ
ローϒを経口౤与してiO�WiWoにおける腸؅のᦥ動ӡ動を
4hima[u�4A*-1000イϝージングシステムで࡯؍したとこ
Ζ、腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スの腸ᦥ動は野生ܕ
とൺֱしてݦஶに低下していることが明らかとなった
（ਤ�）。
　また、腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スに野生ܕマ΢
スが1ि間で全໓するೱ度の%44を౤与して腸Ԍをऒى
したとこΖ、9ׂが生ଘした。大腸の組৫学的ղੳを実
施したとこΖ、ڻく΂きことに、腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1
ܽ損マ΢スでは%44による大腸ԌがほとΜど生͡ていな
かった（ਤ�）。
　以上より、腸؅上ൽのPiF[o1は骨ܗ成をෛに੍御する
と同࣌に、腸ᦥ動のଅ進と腸Ԍの増ѱをもたらすҼ子で
あることが明らかとなった。
　腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スの表ܕݱが発ݱする
ϝΧχζムを明らかにする目的でトランスΫリプトーム
ղੳを行ったとこΖ、腸ᦥ動のଅ進と腸Ԍの増ѱをもた
らすと同࣌に、骨ܗ成を཈੍するホルϞンであるセロト
χンの発ݱがPiF[o1をܽ損する腸؅上ൽで低下していた。
　そこで腸؅上ൽ特ҟ的PiF[o1ܽ損マ΢スに1か月間セ
ロトχンを౤与したとこΖ、腸ᦥ動・%44腸Ԍ・骨୅謝
は野生ܕと同ఔ度となった。それΏ͑、PiF[o1は腸؅上
ൽのセロトχン内分ൻ機構における਻࣠分子であること

ਤ�　௎؅্ൽಛҟత1JF[P�ܽଛϚ΢εの௎ͱࠎの表現ܕ

ʢ左ʣۙ ੺֎ޫܬプϩーϒΛޱܦ౤༩ؒ࣌�ޙのプϩーϒ௎಺෼෍૾
ʢதʣ%44௎ԌΛ༠発͠た௎૊৫　ʢӈʣ大଼ࠎの$5૾

　　公益財団法人長寿科学振興財団（https://www.tyojyu.or.jp/index.html）
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長寿フロントライン

いうまったく৽しい生理機構のଘ在が明らかとなった3）。
このことは、ฅศ中のRNAがPiF[o1をհして腸と骨の߃
常ੑをҡ࣋していることをࣔࠦすると同࣌に、腸内
RNAྔの੍御によってศൿ、腸Ԍ、骨粗鬆症などの࣏
療を։発できることを意ຯしている。
　ۙ年、感֮システムと骨໔Ӹシステムが多࠼な੍御分
子を共有しながらޓいに相࡞ޓ༻していることがٸ଎に
明らかとなってきた4）,�5）。生理学と໔Ӹ学を༥合させた
「感֮໔Ӹ学（4FOsoimmuOoloHy）」ともいう΂き学際分
野が、これまでにない৽しい老年医療の૑成につながっ
ていく可能ੑがある。

いることが推ଌされた。実際、人޻合成された一本࠯
RNAはPiF[o1を発ݱさせた)E,293Tࡉ๔にPiF[o1ిྲྀ
を༠発したことから、ฅศ中の一本࠯RNAはPiF[o1の天
然リΨンドであることがわかった。
　一般に、老齢マ΢スの骨ܗ成଎度は若年マ΢スとൺ΂
て低下していることが知られている。そこで、老齢マ΢
スのฅศ༹ղ上清のRNAྔをଌ定したとこΖ、若年マ
΢スとൺ΂て有意に増加していた。また、老齢マ΢スの
݂中セロトχンೱ度は若年マ΢スとൺ΂て上ঢしている
一方、老齢マ΢スの腸؅上ൽにおけるRNasFAの発ྔݱ
は若年マ΢スとൺ΂て低下していた。
　これらの݁果は、腸؅内における一本࠯RNAྔが加
齢に൐う骨ܗ成଎度の低下と関連している可能ੑをࣔࠦ
する。
　そこでわれわれは࠷後に、老齢マ΢スの腸؅内にଘ在
する一本࠯RNAの生理学的意義を明らかにする目的で、
老齢の野生ܕマ΢スに1か月にわたってRNasFAを஫腸す
る実ݧを行った。その݁果、RNasFAを஫腸されたマ΢
スでは݂中セロトχンೱ度の低下を൐った骨ྔの上ঢと
腸ᦥ動の低下が認められた。
　以上より、腸内ەࡉ由དྷのRNAはPiF[o1をհしてセロ
トχンを༠ಋする分子であり、腸内にଘ在する一本࠯
RNAྔを調અすることで腸と骨の߃常ੑを੍御できる
ことが൑明した（ਤ�）3）。

研究による期待される可能性、 
今後の課題と展望

　今ճの研究により、「マ΢スのฅศ中に含まれる腸内ࡉ
受容体のܹࢗする機ցݱRNAが腸に発࠯由དྷの一本ە
PiF[o1を活ੑԽし、セロトχンの産生を༠ಋしている」と

จ　ݙ
�ʣ  $PTUF #
 FU BM�� 1JF[P� BOE 1JF[P2 BSF FTTFOUJBM DPNQPOFOUT PG 
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33�	����
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ਤ�　௎؅্ൽʹ発現すΔ1JF[P�の͸たΒ͖

௎؅্ൽʹ発現すΔ1JF[P�͸ฅศதの一ຊ3࠯/"ʢTT3/"ʣʹ よͬͯ׆
ੑԽ͞Ε、ηϩトχンΛ༠ಋすΔ
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【長寿科学振興財団機関誌 編集委員会委員名簿】
令和 3 年 3 月現在

■委員長
●栁澤　信夫　�関東労災病院�名誉院長� �

一般財団法人全日本労働福祉協会�会長
■委　員
●井藤　英喜　東京都健康長寿医療センター�名誉理事長
●折茂　　肇　公益財団法人骨粗鬆症財団�理事長
●草刈　淳子　�愛知県立大学�名誉教授� �

元愛知県立看護大学�学長

●鈴木　隆雄　�桜美林大学老年学総合研究所�所長� �
国立長寿医療研究センター�理事長特任補佐

●袖井　孝子　�お茶の水女子大学�名誉教授� �
東京家政学院大学�客員教授

●髙橋　清久　�公益財団法人神経研究所�精神神経科学セ
ンター�センター長

●鳥羽　研二　東京都健康長寿医療センター�理事長

公益財団法人長寿科学振興財団

ʲԊ　ֵʳ
　政府は、平成元年 12 月に「高齢者保健福祉推進十か年戦
略（ゴールドプラン）」を打ち出し、かねてより昭和天皇御長
寿御在位 60 年慶祝事業の一環として検討されていた「国立
長寿医療研究センター」の設置および「長寿科学振興財団」
の設立推進の方針を決定。同年、当財団が設立。
　平成 23 年 4 月より公益財団法人へ移行。
ʲۀࣄ಺༰ʳ
　以下の3分野の公益事業（全9事業）を実施しています。
　公益̍h ௕णՊֶڀݚ౳ࢧԉۀࣄʱ

�　�長寿科学に携わる研究者に対して、その研究費など
を財政面から支援します。
①長寿科学研究者支援事業
②長寿科学関連国際学会派遣事業

③若手研究者表彰事業
　公益 �h ৘ใఏۀࣄڙʱ
　　　�　�明るく活力ある長寿社会を構築するために寄与す

ることを目的に、長寿科学研究の成果や健康長寿
に関する情報を広く国民に提供します。
①研究業績集の発行事業
②機関誌の発行事業
③健康長寿ネット事業
④長寿たすけ愛講演会開催事業
⑤長寿科学研究普及事業

　公益 �ʰௐࠪۀࣄڀݚʱ
　　　�　�高齢者特有の疾病、高齢者の社会的・心理的問題な

ど長寿科学に関する調査研究を行います。
�①アテンプト 2 研究事業

第 21 回 若手研究者表彰式　─長寿科学賞─

　この事業は、長寿科学研究に携わる若手研究者の研究活動を
幅広く支援することにより、若手研究者の育成と長寿科学の振
興を図ることを目的とするもので、優れた研究成果をあげた研
究者に「長寿科学賞」として表彰状、表彰盾、副賞（研究費100
万円）を贈呈しています。
　令和2年度は、下記の研究者の受賞を決定し、令和3年 3月
12日（金）、名古屋マリオットアソシアホテルで表彰式が行わ
れました。

ࢯଠ݈ࢁؙ
【所属機関・職名】
自然科学研究機構生理学研究所　特別協力研究員

【研究課題名】
「腸内リボ核酸による骨粗鬆症の病態修飾に関する研究」
※�研究内容については本号39ページ長寿フロントラインに掲載

左より、渡辺捷昭会長、丸山健太氏、大島伸一理事長、栁澤信夫理事

https://www.tyojyu.or.jp/index.html
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˔�ධٞһ

大熊　由紀子 国際医療福祉大学大学院�教授

河合　忠一 京都大学�名誉教授

伍藤　忠春 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団�理事長

下田　智久 公益財団法人日本健康・栄養食品協会�顧問

袖井　孝子 お茶の水女子大学�名誉教授
東京家政学院大学�客員教授

多田　宏 前公益財団法人中国残留孤児援護基金�理事長

鳥羽　研二 東京都健康長寿医療センター�理事長

柵木　充明 公益社団法人愛知県医師会�会長

森岡　恭彦 日本赤十字社医療センター�名誉院長

˔�໾һ

ձ௕ 渡辺　捷昭 公益財団法人長寿科学振興財団�会長

ཧࣄ௕ 大島　伸一 国立長寿医療研究センター�名誉総長

ཧࣄ 荒井　秀典 国立長寿医療研究センター�理事長

ཧࣄ 井口　昭久 愛知淑徳大学健康医療科学部�教授

ཧࣄ 井藤　英喜 東京都健康長寿医療センター�名誉理事長

ཧࣄ 江澤　和彦 公益社団法人日本医師会�常任理事

ཧࣄ 大内　尉義 国家公務員共済組合連合会虎の門病院�顧問

ཧࣄ 折茂　肇 公益財団法人骨粗鬆症財団�理事長

ཧࣄ 加賀美　幸子 千葉市男女共同参画センター�名誉館長

ཧࣄ 小林　修平 人間総合科学大学人間科学部�名誉教授・
学術顧問、公益社団法人日本栄養士会�顧問

ཧࣄ 齋藤　英彦 国立病院機構名古屋医療センター�名誉院長

ཧࣄ 柴田　博 桜美林大学�名誉教授

ཧࣄ 田邊　穰 元愛知県健康福祉部�理事

ཧࣄ 戸川　達男 早稲田大学人間総合研究センター
招聘研究員

ཧࣄ 林　泰史 原宿リハビリテーション病院�名誉院長

ཧࣄ 栁澤　信夫 関東労災病院�名誉院長
一般財団法人全日本労働福祉協会�会長

ࣄ؂ 遠島　敏行 公認会計士・税理士

ࣄ؂ 村上　隆男 サッポロホールディングス㈱�名誉顧問

ฤूൃߦ人　大島　伸一
ॴ　公益財団法人長寿科学振興財団ߦൃ
〒470-2101　愛知県知多郡東浦町大字森岡字源吾山1-1

あいち健康の森健康科学総合センター４階
TEL.�0562-84-5411　FAX.�0562-84-5414
URL��https://www.tyojyu.or.jp/
E-mail : soumu@tyojyu.or.jp

株式会社厚生科学研究所　TEL.�03-3400-6070　࡞੍

௕णՊֶৼڵ財団ࢽؔػ
"HJOH���)FBMUI�ΤΠδϯάΞϯυϔϧε
���� ೥�य़߸　/P���　ୈ�� ୈר �߸

令和 3年 4月発行

　当財団は、所得税法（所得税関係）、法人税法（法人税関係）
および租税特別措置法（相続税関係）上の「特定公益増進法
人」ですので、当財団に対する寄付金は、次の通り、寄付金
控除、損金算入等についての税法上の特典が受けられます。

【個人の場合】
（1）所得税
　�寄付金控除額＝（寄付金－2千円あるいは年間所得の
40％のいずれか低いほう）

　　※�「寄付金」には国・地方公共団体、他の特定公益増
進等への寄付金額を含みます。

（2）相続税
　�相続や遺贈によって取得した財産を寄付した場合は相
続税の対象とならない。

【法人の場合】
　�以下の額を限度として損金算入できる。
Ａ（所得金額× 6.25／100＋資本金等の額×当期月数／12
× 3.75／1,000）×1／2
　上記限度額に損金算入されなかった部分については、
他の寄付金（国・地方向け寄付金、指定寄付金、特定公益
増進法人及び認定NPO向け寄付金以外の寄付金）と合わ
せ下記限度額まで損金算入が可能
Ｂ（所得金額×2.5／100＋資本金等の額×当期月数／12×
2.5／1,000）×1／4

※�お払い込みいただく場合は、別紙「払込取扱票」（振込手
数料不要）にてご送金下さいますようお願いいたします。

寄付金についての税法上の取り扱い

　財団は皆様からのご寄付を基金に積み立て、さまざまな
事業活動を行っています。令和 2 年 12 月から令和 3 年 2
月までの間でご寄付者芳名を記して感謝の意を表します。

௕णՊֶڀݚΛॿ௕঑ྭ͢ΔͨΊのۚج଄੒ʹɺ
օ༷の͝ྗڠΛ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

　今後のよりよい誌面づくりのため、本誌へのご意見、ご感
想、ご要望等をお寄せください。
　当財団のホームページ「刊行物」＞「エイジングアンドヘ
ルス」にございます、アンケートフォームにご入力ください
ますようお願い申し上げます。

ಡऀのօ༷の੠ɺ͓͍ͩͤ͘͞د

�ݝຊ۽ খࢁ࿨࡞　༷

寄付者芳名

【財団ホームページ】

https://www.tyojyu.or.jp/index.html


公　　益
財団法人長寿科学振興財団

当財団のマークの由来
　長寿科学振興財団の設立は、昭和天皇御長寿御在位60年記念慶祝事業の一環として検討されました。
また、昭和天皇の一周年祭に当たり、天皇陛下、皇太后陛下から、長寿科学研究推進に資する思し召し
により、昭和天皇のご遺産から本財団に対して御下賜金が賜与されました。
　こうした経緯がありまして、昭和天皇の宮中での御印が「若竹」でありましたことに因み、いつまで
もみずみずしさと若々しさの心を象徴する若竹を当財団のシンボルマークとしました。
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